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本書は，近代の大指揮者フ ェーリックス ワインガルトナ

ーの有名な著柑 "Ueberdas Dirigieren"を訳したものであ

る。

原著者ワインガル トナー (FelixWeingartner)は， 1863 

年6月2日ツァ ラ（ダルマテ ィア， 当時オーストリア領）に

生れ，グラーツで育つた。後ライプチッヒの音楽学校に学

び， 20歳の時， リス トの許に赴き，その庇護により， 最初の

歌刷“ザクンタラ"を上樅するを得た。次いでケーニッヒス

ベルク を振り出 しに，ハムプルク，ベル リン，ウィーンその

他の指揮者を歴任，日本にも来朝 して， 泊新な指揮振りを以

て多大の感銘を与えた。

氏の指揮は動作が小さく控え目で，大げさな身振 りはせず

解釈は大体穏健中正であつたが， また， 独自の面をも見せ

た。

この‘‘指抑の芸術” は， 191止紀の極端な主観主義の弊を激

しく攻漿 し， 20世紀の新しい客観主義のさきがけとなつた点

で， 注目すべきものがある。これは著者の体験から生まれた

ものだけに，筆先も鋭く，生々しい実感を伴つてお り，指揮
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の美学的な面や芸術的な面を説いたもので，これを通して，

著者の全般的な音楽親が披掘されている。それ故，これは，

指揮を学ぷ者のみならず，およそ音楽に携わる者を神益する

所が大である。

氏は，本書の外，多くの著密と，歌劇，器楽曲その他多数

の作品を残したが， 1942年5月7日スイスのウィンターツー

アでその生涯を閉じた。

なお，原書には，各章に番号が附してあるのみで，標題は

ない。本魯の椋題は，内容の大略を見易 くするために訳者が

仮りにつけたものである。

昭和 31年 8月 訳者

第 4版序

私が 1895年に本書を著わした時， これは，好意を以ては

迎えられなかつた。当時は， ビューロー盲拝熱が未だ最も盛； •

んであつた。そして，人々は，若い芸術家がそれに反対して

敢えて立ち上るなどは，以ての外と思つた。そして，私が文

筆を以て活動する権利さえ蒋い去ろうと したのであつた。

これに対し，私は， 今度はバイロイト盲拝熱を攻撃した第

二の論争的論文を著わすことによつて，酬いた。今や酒樽の

底を抜いたような騒ぎになり，私のすることなすこと総べて

に対する悪評は，いくらあつても足りない位に浴びせ掛けら

れた。

私は， この騒ぎにも迷うことなく， 創作し且つ観察しつ

つ， ‘‘有為な人物"を定義したゲーテの言菓を穎 りとして，

自分の進むべき道を探つた。即ちゲーテによれば，堪能な人

物とは，正 しいこ とが行われているかどうかを気にするより

も，自ら正理を行う方がよく似合う， というのである。

そしてまた確かに，私は自分の道を探し当てた。

1905年に， この‘‘指揮の芸術"の 第3版が必要となった
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時に，私は，その間に得た経験をその土台 とした。これは著

しい増頁を必要と した。

今回の第 4版が第 3版と異なる所は，主と して， 配列を見

易く した点にある。

サン スルビスーヴォ ー ドにて

1913年8月

フェ ーリ ックス ワインガルトナ ー
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ワグナー後継派とビューローの功罪

本古と同じ表題の下に， リヒァ）レト ワグナーは， 1865年

に，彼のよく知られたfりを著した。それは，飾らぬ率直さを

以て当時の有名な指揮者達を攻賂 したため，攻漿された人達

の位怒と敵意を買つたものである。しかし，自分達の絶対的

権威を揺り動かされた皆楽法王等の，悶された，また明らさ

まな悩悪を以て しても， ワグナーの文が指揮者の活動に関す

る新しい解釈について礎石を築くのを，妨げることはできな

かつた。この指揮者の活動を，今日の人々は，もはや単に，

管弦楽，合唱，或は測的の音楽祓奏を外面的に統合するだけ

のものとは見ないのであつて，それよりも，主として内面的

に米i'i神を吹き込む要索として見る習飢になつている。

ワグナーは， どんなに多くのことが楽曲の演奏にかかつて

いるかを認識した点で，確かに最初の人ではなかつたに述い

ない。例えば，彼は，バッハについて次のような説を述べて

いる：バッハはほとんど速度標語を記さなかつたが， それ

は，単に，次の理由によるものであろう。即ち，パッハは大

体こんな風に考えたのであろう “自分の主題，自分の楽形を
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理解せず，その性格や表現を感じ取らない者などに，そんな

イタリア語の速度指定などを与えて見たところで，何の役に

立つというのだ ?"と。

しかし私はこれに対して，バッハは恐らく このような絶望

的な芸術観は抱かなかつたであろう ， と思う。私は， むし

ろ，バッハが速度指定及び強弱記号を稀にしか告かなかつた

のは，彼が常にその梱奏に加わるものと考えていたからだ，と

信ずる。彼自身がオルガンに向い，少人数の音楽家達を自分

の周囲に集めた光景……我々は， こういう風に，バッハの生

存当時に於ける彼の楽曲の派奏を想像しなければならない。

彼の組曲と協奏曲は室内楽曲であつて，それを演奏する時に

は，これまた，彼自身又は彼の気に入りの生徒がチェムバロ

に向つていたのである。彼は ‘‘平均律ビアノ曲集" とソナー

タを学習用として書いた。それ故，何故に発想記号について

長く拘泥する必要があつただろうか。正しい速度を指示し，

また合奏者達と表現について了解し合うことは，彼自身の手

中にあったのである。

彼の作品全集の出版や，大管弦楽，大合唱団による演奏会

式公腑梱奏などは， この1掌大な トーマス合唱隊長は夢にも予

想しなかつたに述いない。
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恐らく同様の理由からであろうが，モーツァルトやハイド

ンの初期の作品にも発想記号が少い。後になつて，これ等の

楽迎の作曲が広く流布したため， 彼等はもつと詳しく指示を

記す必要を強いられたのである。そ して，これは，特にモー

ツァルトの円熟期に於いては，詞度の粘妙さに達した。

彼を始め，ウェーバー，メンデルスゾーン，シュポーア等

が似れた指揮者であつたこと，また彼等が，各々 それ自身の

芸術的立場から，悪習恨や悪趣味に対して極力戦つたことを

我々は知つている。ワグナーが，如何に同じ戦いを戦つたか

は，他の多くのことの外に，初めに述ぺた彼の論文が証明し

ている。これは決して遠應した文ではないが，しかし， ベル

リオーズがその著告‘‘指揮者，その芸術の理論について"を

説き起す火のような言菓に比べれはまるで温順にさえ見え

る。

即ち，ペルリオーズは次のように書いている：

人々は，しばしば歌手を非難して，彼等はこの仲介的要索

の中の最も危険なものだ，と言つた。 しかし私は，それは正

当でない， と信ずる。最も恐るべき仲介者は，私の見るとこ

ろでは，指揮者である。下手な歌手は，単に彼自身の役をだ

めにすることができるに過ぎない。これに反し，無能力な，

または悪邸的な指揮者は，全部を破滅させてしまう 。
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作曲家は ， 指揮者—その手中に彼が陥つたところの一

が，もし無能力と悪意とを同時に兼ねているのでなければ，

まだしも幸せと思わなければならない。何故なら，そのよう

な（つまり，両者を兼ねた）人物の破壊的影鰐には何物も抵抗

できないからである。そうなると， 最も優れた管弦楽団でさ

えびつこになってしまう し， 最も卓越した歌手も阻止され無

力となり，熱の節つた正確な再現演奏の影も認められなくな

る。

このような指揮の下では，作曲家の最も精妙な音楽的大胆

さもただ奇異なものとなり，感激からは生命の神経が抜き去

られ， 霊感は急激に地に墜ち，天使は糞を切られ，天オは変

じて奇人又は狂人となり，神々 しい彫像は台から押し倒され

て駆の中に埋められる。 しかし最も悪いことは，一般の公衆

や聴衆が，たとえ音楽の面でどんな高い教捉を持つていたに

しても，新しい楽曲の初演に際して， このような指揮者が犯

した蹂躙，愚挙，過誤及び芸術上の騨悪を発見することがで

きない，ということである。”

この大家が，これ程の憬怒の叫びを発するに至るには どの

ような苦い経験を牲めたかは，次の唯一つの事柄からも測ら

れよう。即ち，前世紀の前半に於いて間辿いなく一流の地位
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を占めていた指揮者-—ーワグナーさえ最も熱烈な讃辞を寄せ

たその人—一一即ちパリーのハーベネックが，ベル リ オーズの

報告によれば，総譜ではな く，ヴァイオリンのパート楽譜に

ょって指揮した， という事実である。こんなことは，今日で

は， もはやビアホール音楽会，ダンス音楽，通俗愛唱曲音楽

会などでしか行われないことである。

それにも拘らず，ハーベネックは熱心な練習によつてコ‘ノ

セルヴァトァールの管弦楽団を訓練し，当時ドイツでは見ら

れなかつた程の技術的に 完全な派奏を成し遂げたに違いな

い。というのは，ワグナーが，同地で初めて真にベート ーヴ

ェンの 第9交鰐曲を知つた， と告白している位だからであ

る。その前に，彼は， ライプチッヒのゲヴァン トハウスでこ

の曲の余りにも混乱した印象を受け，そのため彼は，一時的

にではあるが，ベートーヴェン自身に対してさえ“迷つた”

ほどであった，と言っている。

ワグナーの論文の多くのものと同様に， この “迷い,,も文

字通 りに受け取るべきではないであろう。というのは，彼の

程度の音楽家なら ， 総譜の知識により一―—しかもそれを ， 彼

は自らの手で写譜したのであるから—滉乱した印象が， ど

の程度まで祁蒻奏の責任であり，またどの程度まで楽曲自身の

罪であるかを判断し得たに違いないからである。
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しかし， 劣悪な恢奏が無識者を全然迷わせるばか りでな

く， 有識者の感受性に富んだ傾聴をも妨げるこ とがあるの

は，事実である。

私は未だに思い出せる ことであるが，ちょうどやはりライ

プチッヒで，19・ll!:紀の 80年代の初め，未だ同地の音楽学校

の学生であった時，当時の半ば馬鹿正直な，半ば愛らしい指

揮者の罪のため，あの索晴ら しいゲヴァン トハウス管弦楽団

からさえも，時と しては，私が楽曲から描き出していた音画

と余りにも違う梱奏を間かされたことがあつた。そのため私

は， 自分の愛する音画を汚されないために，多くの演奏会の

終りまで待たずに立ち去る方を選んだ位であった。

それに しても，私は，楽班の一人をも疑いはしなかった。

ただ， これらの楽曲を私が感じていたように一度演奏して見

たい， という 熱望が高まつたのである。

私は，不注意にも，この熱望と，間かされた梱奏に対する

不満とを，ハ ッキ リした言葉にして出してしまつたので，自

惚れの非難を浴びせられた。しかしその後間もな く，ビュ

ーロ ーがマイニンゲン管弦楽団を率いて来て，微妙に浪淡を

つけた合奏とは何であるかを示した時，私は，私のそれまで

の意見に対し多くの同意の言菓を問いたのである。

ビュー ローの解釈の印象は，恐ら く， ライプチッヒの我々
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の指揮者にも， とうの昔に習恨の灰の中に消えていた彼の芸

術感党の火を掻き立てたに追いない。というのは，マイニン

ゲン楽団の客演に続いて他された演奏会で，彼は，大レオ ノ

ーレ序曲（註，即ち第3番）を全く梵くべきでき栄えで指揮し

た。 特に注目すべきは，彼が，例えば後に述べる ようなビュ

ーロー風の自分勝手なや り方を真似せず， この曲を大規校な

筒索さで流れさせたことである。 彼は， （マイニンガーより

も）多人数の，そしてもつと良例の管弦楽団を有していたか

ら，その印象はすばらしいもので， 平常はかなり控え目なラ

イプチッヒの聴衆から，ビュー ローに与えられた宜讃の嵐を

さえ凌ぐほどの物疾い歓呼が悌き起つた位であつた。恰かも

神の息に吹かれたかのように， 数分の間，お下げ髪は吹き飛

ばされ， （即ち，この指揮者は大人らしく成長し） しかしまた自

我も抑制され，ベ ートー ヴェンは註釈なしに（即ち指揮者の勝

手な変更なしに純粋の姿で）我々 に話し掛けた。

この経験は，私にとつては非常に教訓に窟んだものであっ

た。

ワグナーが，最初のパ リー滞在の後，ドレスデンで指揮台に

立つた時，彼は，ハーベネッ クを聴いた経験によつて， 良心

的な指抑の下でなら管弦楽演奏がどの程度の完全さに達し得
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るかを悟つていた。

彼の指揮者と しての活動について彼自身及び他の人々を通

じて知られている総べての事を綜合する と，彼の努力は，も

つと高い使命（即ち技術的な完全さ以上の）を果すために良心的

な厳密さを尽すことに向けられていた。この，高度の使命と

は，つまり，彼によつて指揮された楽曲に於いて，或る物一

ー音や楽譜が単にそれを表わすための手段であるところのそ

のもの一~を， 浮び出させるこ とであつた。 彼は一貫した

糸，心理的の線を探求した。それを感得したならば，それま

で多少とも不明確に懇いていた音画が，恰かも奇助にでもよ

ったかのように，突然に，美しく 形作られた，心に語 り掛け

るような姿に変えられる。そのため聴衆は，既にとうの昔に

知つていると信じていた楽曲が， どうして，突然こんなにま

るで迎つた様相を呈したかを， 不思議がる。そ して， 偏見に

捉われない者は，喜んで叫ぶ：‘‘そうだ，この通りだ，こう

でなくてはならない!"と。

こうして， 音の被衣から芸術の守 り神が現われる。その気

邸いII爵は以前にはただぽんやり見えるだけであったが，今や

被いを取 り除き，それを眺めることのできる者を狂喜させる

のである。ワグナーは， この姿，この核， 芸術品のこの守り

神を，彼のメ ロス Melosと名付けている。それを後世の無理
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解者はワグナー自身の作品と結び付けて‘‘永久のメ ロディー" • 

と作り変えてしまつた。

ワグナーは，このメロスをハッキリ 浮び出させようと努め

た結果，ペートー ヴェンの楽曲に於いて，楽器編成を思慮を

凝らして変更することまで， した。この変更ー~いわば修正

ーは， 彼が，創作者の意図は確かに認識できるのに，それ

が管弦楽法的に実現されていない，と判断した個所で行つた

ものである。それは，ベート ーヴェンの使用し得た楽器が余

りに不完全であつたためでもあろう し， また，この楽聖の耳

疾が段々悪化したため，時と して， 種々の発音体の音の関係

につき明瞭な観念を公らされたということもあろう。とにか

く，これ等の変更の結果，それまで不明瞭だったメ ロスを一

挙に認識させたのであつた。

もちろん， 音楽法王達や文字固貯者逹はまたもや破門を叫•

んだものである。また私も， これ等の修正が全部よくできて

おり且つ校倣する価値があるかどうかについては，結論は下

したくない。 しかし， 彼が非営に しばしば正しい所を打ち当

てたことも， 疑いがない。それ故，今日では，半分でも考え

る指抑者なら，ワグナーのつけた楽器的補足な しには第 9交

榜曲を柚奏しないであろうと私は思 う。

これについての詳細は，堺者の “ベー トーヴェンの交孵1111の梱
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奏についてのJJ)J言＂（ラ イプチッヒ，プライ 1、コプフ ウン ト へ

ルテル社発行）を参照されたい。

明瞭な演奏に向つて努力すると共に， ワグナーに於いて

は，熱烈な情熱が加わった。彼は，活澄な理解力に助けられ

ながら，この情熱を以て彼の使命の達成に当つた。更に彼は

自分の意志を音楽家達に直接に語りまた伝達する能力，一言

にして言えば天才，を持つていた。これは，彼が，その他の

点のあらゆる高い評価にも拘らず，ハーベネックには認めら

れない， としたところのもので，彼にあつては反対に，彼自

身の業屈立を，再現芸術には経過性がつきものであつて後に残

らないものであるのに拘らず，幾つかの場合，歴史的に銘記

すべきでき事の域にまで押し上げた。

ワグナーの指揮を見る幸せは，私にはもはや恵まれなかつ

た。私は，それを伝え聞いた。即ち：粘々中背の体格で柔軟

な姿勢，腕の動かし方は過度に大きくもなく ，また遠く仲ば

しもせず， 動作が しなやかでしかも非＇常にハッキリしてい

た；また，活気があつたにも拘らず， 落ち着かない点は少し

もなかつた。音楽会の場合は，概して， 楽譜を必要とせず，

表情に富んだ眼付きを楽員達に向け，王者のような俊越性を

以て管弦楽団を統率した。彼は少年時代に，このよ うな俣越
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性を備えたウェ ーバーを仰いで，讃美したものである。

ドレスデンの年老いたフ）レート奏者フュ）レステナウが私に

語ったところに依ると，ワグナーが指揮した時には， しばし

ば，楽員達は迎かれているという 感じはもはや全然持たなか

ったそうである。一人一人が自分自身の感情に従つていると

思つていたが， しかも総べてが鮮かにピタ リと合つた。ワグ

ナーの強大な邸志が，侵入して来るように，しかし全然意識

されずに一人一人に移され，そのため各人が自由に振る舞つ

たように思つたが，事実は単に指揮者に従ったのみで，その

芸術の力が 各人の中に生き且つ活動したのであつた。 ‘‘総べ

てのことがとても軽やかにそして美しく行つた。それは索晴

らしい饗宴だつた !,, とフュ）レステナウは語った。そ してこ

の白髪の芸術家の眼は喜ばしい感激に輝いた。

ワグナーは，常任指揮者と しての活動を止めた後彼の感

じ，憫察，能力を，もつと若い陶冶性に富んだ粕神（の所有

者）に伝え，彼等の中に生き続けさせようと した。彼は，理

想的な学校を設立して，その中で歌手と指揮者を彼の邸図に

従つて教育しよ うと計画したが，これは，当時の人々の無I掲

心のお蔭で実現しなかつた。しかし，数人の若い音楽家が彼

の許に集り，彼はこれ等の人々に自分の精神について教恋し
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た。これ等の人々の中で最年長の者が，また最も俊れた者と

して抜きん出た。それは彼の親密な友人であ り， 当時彼のた

めの最も忠実な前衛湖士であ り， ワグナー自身の言うところ

によれば，彼の‘‘昔の自己"即ち大指揮者ハ ンス フォン

ビューローであった。

比較的短い期間の協同活動の後教師と生徒は別れなけれ

ばならなかつた。そ してビューローの星は，1880年に彼がマ

イニンゲンの宮廷管弦楽団の先頭に立つた時にはじめて再び

明る＜輝いた。そして同地の太公は，既に同地の劇場で舞台

装置家と しての腕を揮つて永続的な影靱を残していたが，1 

年後には，彼ビュ ーローを筒弦楽団と共に ドイ ツ全国，オー

ストリア， ロシアを巡歴する大演奏旅行に送り出した。

これは，めつたに経験されなかつたほどの，物凪に打ち勝

った精神の勝利となつた。 この管弦楽団はむしろ少人数で，

その梢成貝も決して全部が俣秀という訳ではなかつたが，至

る所で，一流の芸術家から成る世界的な大管弦楽団を打ち負

かした。これを，この俣れた指揮者が成 し遂げたのである。

彼ーー第二のレオニダスーーは，立派に訓錬された軍兵の小

さな一群を率いて，概ね平凡な指揮棒振りに率いられた音楽

軍勢の大軍に立ち向う勇気を持つていた。

彼は，自分の楽曲解釈を，勤勉なたゆみない練習によつて
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管弦楽団に伝達し， 当時では到達されなかつた完監な合奏を

完成 した。それは， 最も厳密なリズムの正確さと， 音の要索

の芸術的な均衡とを含むものであつた。

このようによく均斉がとれた演奏であったので，この楽員

とあの楽員とのどちらが上手か，とか，または，指揮者のあ

れこれの特色が許されるものかどうか，などの問題を，差し

当り全然起らせなかつた。管弦楽団はただ一つの楽器のよう

に見えた。この楽器を，ビューローは，まるでビアノを弾く

ように弾いたのであった。

マイニンゲン楽団のこの演奏旅行は，評価し得ない程の高

い、意義があった。 各地の責任ある地位にあつた人達は一~と

いつてもベルリンの宮廷歌劇場だけは例外で， ここでは， ビ

ューロ ーの与えた教えに従うよりは寧ろ扉を示す（即ち，追

い払う）方を選んだ ー一 それ迄のように神罰に価いする位に

没然とまた考えな しに，ただ無暗に弾きまくりタクトを振る

だけでは，もはやいけない，ということを認識した。そんな

調子でやつていたのでは，聴衆に於ける名声を失わなければ

ならないことは間違いないからであった。この聴衆は，ひと

たび高貴の蓉宴に味を占めた後は，もはや安直の食事を当て

がわれて済まされは しなかつたからである。
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人々は，最初， 管弦楽団を技術面でもつとよく訓紬する こ

とに精を出した；練習回数を増し，強弱の記号をもつと良心

的に守り，総体的に正確な合奏を作り上げるように，それ迄

より多くの注意を払つた。

管弦楽団の禎奏能力は，それ以来， 索睛らしく 高められ，

作曲家は，今日では，以前には到底不可能に見えたであろう

ような課題を課することができるようになつた。同時に一方

では，もつと古い名曲のより良い再現演奏も可能となつt・
'-o 

これらの成呆がビューローの活動のいわば長所とでもいう

べきもので，彼の名を，指揮芸術の発達史の一塙界石とする

ものである。指揮は芸術であつて職人仕事ではない，という

自党が広められ確固たるものとなつたが，そのような自党を

我々が抱くようになつたのは，自身が俊れた指揮者でもあっ

た大作曲家達のお蔭である と共に，その外では，誰よりも先

ず彼ビューローのおかげなのである。

しかし， ビューローの活動にも短所はあつた。これについ

ては，彼自身を始め，彼の後継者達 というよりも模倣者と

いつた方がよいであろうが，それ等の人達に責任がある。 上

に述べた長所を腹蔵ない喜びを以て認識する と共に， これ等

の短所を明らかに し
，それを矯正するのは，真実に対する義
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務である。

先ず最初に， 否定できない事実は， ビューローが当時未だ

マイニンゲン宮廷管弦楽団指揮者であつた時から，しばしば，

彼の再現芸術に教育的要索の油入が認められたことである。

彼が，一方では索人ら しいメトロノーム式の拍打ちにも，他

方では或る種の俊雅な放没さにも，共に一撃を与えようと し

た事を，人々は明らかに認めた。既かな表情を以て表現する

ために速度の修飾が必要となつた時，彼は，この変化を聴衆

にハッキリと意識させるために， 誇張したことがあつた ；い

ゃ，全然述つた，基本的速度と反対の速度に陥つたことさえ

あつた。

例えば“エグモン ト,,序1111ではそういうことが起つた。ワ

グナーの語るところによれば， ミュンヘンでビューローを教

—しかもこれは， 普通の荻奏では止め度もないアレグロ

の狂奔の中に，恰かも枯れた木の葉のように洗い流されてし

まうのだが一~これを作曲家の意図に従つて正 し く梱奏する
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ように， 彼に教えたということである。それには‘‘それまで

の熱情的に興窟した速度"を，たとえ‘‘暗示的"だけにもせ

ょ， 5つと手加減し，それによって‘‘管弦楽員が，この，強

烈なエネルギーと物思いするような快感が急速に交替する主

題的連結を，よくアクセントつけするのに必要な余裕を得

る”ことができるようにすべきだ， とした。ところが， この

序曲を ビューローの指抑の下で問いた人達は誰 しも， この問

題の個所で彼が決して‘‘暗示的"に振る舞つたどころではな

いことを是認しなければならないであろう。それどころか，

Allegroから直接に "Andantegrave"に一足飛びし，それ

によつて統一的な速度を打ち壊したのである。この統一的な

速度は，この序曲のアレグロは勿論，総べて統一的な速度記

号を与えられている他のどの曲でも，守られなければならな

いものである。

しかし， ここでは，正しい発想は，基本速度の暗示的な変

更をしないでも，いや，確かにそれなしで，実現されるであ

ろう。それには，この動機の最初の 2小節が托されている弦

楽器群に， これを，大きなエネルギーで力を出し且つ最も厳

重な正確さを以て弾かせるのである。即ち，例えば第 1小節

の最後の 8分音符を， 内容のない 16分音符に変えるとか，

或いはまた，非常に重要な価値を持つ休符を抹消するなどの
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ことがないようにする。もつともこの際，ワグナーが述べて

いるように， 舞踊の足踏みが現れては来る。 しかしまた，こ

の序曲の主要部の速度が Allegroではあるが Vivaceでは

ない，という 事を考えるならば，正しい速度を取りさえ した

ら‘‘止め度のない Allegroの狂奔"の危険は，元来全然存

在しないのである。

一般に，次の点で多くの罪が犯されている。即ち序rillや

交靭曲の楽章で，祁入部を非常におそく， 主要部を非常に

速く取り過ぎている。これ等の速度の差異は一般的に普及 し

てはいるが，それには尚多種多様な段階があるのに， それ

が余りにも等閑に附され過ぎている。例えば第7交懇曲の最

初が Adagioに弾かれるのをよく問くが， ここでは， "Poco

sostenuto" と指定されているのである ；また，第4交翠愚曲

の最終楽意は Prestoに弾かれるが，ベートーヴェンの指定

は "Allegroma non tanto" であつて， これを守つた時に

はじめて，この楽邸のユーモアが現れて来る。

工グモント序曲では，迎入部は "Sostenuto,ma non trop-

po"と指定されている。 これは元来，決して緩りした速度を

意味するのではない。 これに続く部分は "Allegro" と指定

され， それは終結部になつてはじめて "Allegrocon brio" 

に盛り上がる。しかしこれも， 未だに過度に急速な速度を規
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定するものではない。 主要部の Allegroで大体に於いて落

ち着いた速度を堅持することこそ，この曲の悲劇的な誼圧に

適合する。この力強さも，急ぎ過ぎたのでは全然抹消されて

しまう。

私は，節度を守つた 3拍で指揮すべき迎入部と，主要部と

の差異を，次のように しか考える ことができない。即ち，4 

分の3拍子の 1小節が，大体， 2分の 3拍子の 2分音符，印

ち1小節の 3分の 1に相当する，という割合である。この場

合，4分益符の音長は， Allegroに入つた時に，2分の 1

にさえも縮少 しない。 （即ち 2=3の割合になる） このよう

にすれば，上述の個所で速度を抑制する ことは全然不必要に

なり，‘‘恐ろ しいほどの真而目 さ":

2鰐戸手口
と，続く 2小節の“快よい自信"とは，明らかに現れて来る

であろう。

ワグナーは， 第8交轄曲の第 3楽章で以前普通に行われて

いたスケルツォの速度を論難 し，その代りにもつと心地よい

メヌエットの速度を要求 した。 しかし私が問いたビューロー

の指揮では，この楽章は余りに遅過ぎて，そのユーモアに悩
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ちた快活さが消え，ほとんど熊愛想な厳粛さになつて しまつ

ていた。

もし，コリ オーラン序曲の主題 ・.

及びその後の全曲が，指定の Allegrocon brio でなく ，

流布されているように Prestoで弾かれたなら，それは確か

に，この序曲の巨人のような性格に反するものであろう。 し

かし， ビューローはそれをほとんど Andanteで始め，それ

を次第に早めて行つて第 7小節の総休止に至り，その後で再

びゆつくり 始め，その同彩進行を再び同様に早めた。

このよう なやり方では，第一に，この信じ難いほど性格的

な主題からその彫り石のような力が奪われて しまうし， 第二

に， 私は，もしベートー ヴェンがそのような風変りを欲した

とすればそれをrl「き現したであろ う， と信ずる。何故なら，

彼は発想記号を＇諮に非常に 正確に書き記したからである。



‘‘ 

．
 

28 
ワゲナー後継派と ビューロ ーの功罪 ワゲナー後継派とビューローの功罪 29 

む

鳴I

ビューローの怠図それ自体は常に明瞭に認められたし，ま

た確かに正 しく もあつた。彼は聴衆にこう言つたのと同じで

ある ：‘‘エグモント序曲中のこの意義深い個所は，無考えに

ただ追い立ててはいけない； 第 8交聴曲の愉快な心持よいメ

ヌエットをスケルツォにしてはいけない ；コリ オーラン序曲

の主題は，この曲の威厳にふさわしいように油奏されなけれ

ばならない!"しかし余りにハッキリさせようとした結呆，

彼は しばしば行き過ぎた。ビューローは，彼が特に立体的に

（生き生きと） 描き出 したと思つた個所では，示威的に聴衆

の方を振り返つたが，これは，上に述べた教育的という感・じ

を更に強めるものであつた。 彼がこんなことをしたのは，幾

分門，何人かの鷲かされた意外そうな顔つきを見るためでも

あつたろ うが，しかし主と して彼の しぐさによつてこう表現

するためであつた ：‘‘見なさい， 貴下方はこういう風にすべ

きです ！”

すばらしい彫刻，たとえばミロのヴィ ーナスなどの身体の

構造についての講演は，非常に面白いかも知れない。 しかし

それは，本来の芸術的効果とは何の関係もない。 芸術品と芸

術活動はただそれ自身とそれ自身の美のためだけに存在する

のである。 しかし， 彼等が何等かの傾向の目的を追うなら

ば，たとえその目的が最も高貴な教えに役立つものであろう

とも，（芸術の）花粉は拭い去られる。

ビューロ ーの解釈は，そのような傾向から完全に解放され

ていたことは滅多になかつた。それ故に，個々の事柄を適度

を越えてまで強調 しようとする傾向を生じたのである。もつ

とも， 芸術に於いては， どんな些事も重要でないものはな

く，総べての事柄がみな存在の理由を持つてはいる。但しそ

れは， 一貫 した綜合的の，総べての細目の上に立ちそして決

して中断されないと ころの，全曲の基本的性格の解釈に従屈

する限りに於いて，である。

この， 楽曲の基本的性格を綜合的に把握する ことが， 彼ビ

ューローの解釈の芸術性を形成 したのである。それは， 深い

感情から発生する。 この感情は理智に従うものではない。い

ゃ， それに影靭されることすらいけないのであつて， 反対

に， 理智と離すことのできない実際活動，たとえば実習恨，

技術，均衡を図る考應などを支配しなければならない。

もしこの感党が十分に強く ないと，その代りに理智が強く

働き出 し， 延いてはビュ ーローに於いて見られたように， 理

智過剰の分裂に到達する。その反対の場合は，感情が不健全

な程度に茂り過ぎ，不明瞭，誤つた感傷，情緒耽溺に終る。

もし感党も理智も強く ない時には，その時々を支配している
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流行によつて，寂莫としたメトロノーム式4分音符拍打ちか，

又は高尚な精神のない色合い付けが生じることになる。この

後者が，私をして本書を苫かせた主要な動機である。

この両者とも，芸術とは何の関係もない。芸術の最も微妙

な具現は，感情の発露と理知の働きのあの非常に繊細な関係

ー一それは計批することは難しくて寧ろ探り当てるもの一一

を作り 出すことにある。この関係によつて，芸術活動に生命

力と真実性とが与えられるのである。

ビューローの派奏に見られた教育的要索は，彼の人生の終

期に於いて更に強く現れた。それは更に気苦労性と結び付い

た。これは恐らく彼の身体的病苦と，それによつて引き起さ

れた精神的不機鎌によつて強められたのであろうが，そのた

め彼は奇癖に陥つた。それはもはや教育的役目さえ持つてい

ないもので，これをもし美しいと感じることのできたのは，

自身で考える能力を全然喪失 し， それ故盲目的な崇拝を以て

彼の足下にひざまずく人々だけであつた。これ等の人々 は，

彼ビューロ ーが，時と して彼等をその価値にふさわしく取り

扱つた時にも，恭順にそれを受け］頁いたのであつた。

彼ビュ ーローは， 音楽会で梱説する癖によつて，ひどい悪

趣味を犯した。それは，以前のビュ ーローに心から捧げるこ

とのできた慈敬の念を持続することを， 困難にさせる位のも

のであつた。 悲しかつたのは，聴衆が彼の音楽会に急ぎなが

ら次の問いを抱くのを 聞くことであつた：‘‘今日はまた一

体何が持ち上るだろう ？’’

ビューローによつて， 音楽に於けるセンセーショナリズム

と不愉快な個性妄想が始まつた。これは， どんな小人物をも

鼓舞して，ただひどく不謹似に振る舞いさえすれば個性的で

ある，と思い込ませ， 自身の専売特許権を要求させる。また，

才能に富んだ蒋弱者をも目を眩ませて， 邸味をなさぬ行動に

走らせる。

しかし我々が悼人達のお手本を思い浮べれば，最も大胆な

前進に於いてさえ，自立した抑制こそが悼大な人達の最も認

い特徴である ことを 認めるのである。

ビューローはこの抑制を理解しなかつた。それ故に，彼は

最悪の行き過ぎの種を蒔いてしまつた。 今日では，これ等の

行き過ぎをも或る程度まで許し得るような，そのような大人

物が欠けている故に，我々がそれに耐えることは尚更に難か

しいのである。ビューローがした事は， 未だ少くも而白いと

いう 極印を持つていた。それは，彼が，迷つた道へ進んで自

身との精神分裂を来 したにせよ， ともかくひとかどの人物で
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あつたからである。 然るに今日，どこにビューロー（に等し

い人物） がいるか ？

彼が陥つた奇行について私自身が見問 した例を列挙すると

いう不愉快な骨折りは，できれば節約 して置きたいのである

が，以下の章に於いて，それから生じた結果について述べる

ことになる故，これはやむを得ない。

ベルリンでの第9交靱曲の梱奏に際 し， 彼は，第 1楽章を

著 しく 速く始め，主題 ：

4 ~ 贔琴瓢雰芦戸
の進入に際してはじめて，輻広い速度を取った。次の和音で

5鱈 ]
は，彼は，突然，ほ とんど倍近くも遅 くなり，それを持続 し，

それに「直ぐ続いて次の個所 ：

·~ 鰐記三
で，同様に突然に，全然速い速度を再び開始した。このよう

な，根拠のない，飛躍的な速度転換は，一体何のことだ ？

第9交靭曲の同じ公荻で，私は， 彼が，第 3楽茸の玄妙な，

あらゆる情熱を取 り去つたアンダンテの旋律を，次のような

涙淡をつけて梱奏するのを問かされた ：

7
 

そのため， この個所は， イタリア歌測の中に出て来るよう

な， 熱烈な愛の訴えの性格を帯びてしまつた。然るに "espr・

essivo"も "crescendo"も， この楽章全体の性質に相応する

俊美な意味でのみ意図されているに違いない し， 速度の移動

に至つては全然悪いに違いないのである。上に述べた偶像崇

拝者の一人に，この天与の旋律のかくも正に醜き取り扱いに

ついて私の抱いた不快の感じを述べたと ころ，彼が答えるに

は ：‘‘ええ， ええ， 費方は正しいさ；しかしピューローはビ

ューローだ：彼なら何でもやつていい ！” ーーああ，権威崇

拝と盲拝よ，お前達が既にどれだけの罪を重ねたことか ！

彼は牲て，第 8交靭曲を非常に速く始め，その直後に第 5,

6, 7小節を非常に緩く し， 第 8小節ではじめて再び， 最初

の速度を回復させる，という自分勝手を行つた。
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彼はまた，正当と言い得ない改良， というより穿ろ改悪の罪を

も犯した。例えば，第9交癌ill!のスケルツォの Trioの中，オー

ボェの独奏の個所で，第2ファゴットの C (1点＾）を何の狸由も

なく h(小字口）に変えた。そのため， この厳しい， しかし極めて

特徴のある低音進行が， 半音階に柔げられて しまつた。（プラ イト

コプ フ版ス コア第107頁第9,10小筍 ；オイレンプルグ版では第

117頁第470-1小節）

これに類似の， 全然恨拠のない， 軟化させる ような訂正は， レ

オノーレ序 ~JJ第 3 神で， ヴァイオリンの大きな走句の最初の精力

的な 2点＾を無性格の 2点＝に変えたことである。（フィルハー

モニア版スコア第[0頁第14小節の汲初の C)

このような梱奏に於いては，人々は，もはや演奏される作

品ではなくてその指揮者が，主II艮であるかの ような感じを持

った。そして，彼が，聴衆の注意を作品から（切り離して）

不当に自身に向けさせようとしている， というように感じさ

せられた。結局，最後には，管弦楽員がその指揮者の奇妙な

思い付きについて行く機敏さだけが鵞嘆されたに過ぎない。

このような奇妙な思い付きが，最初は申し分なかつたビュ

ーロー と私との関係を，全然破壊してしまう基となった。 彼

は，マイニンゲン宮廷管弦楽団を率いて，アイゼナッハでベ

ートーヴェンの第5交懇曲ハ短調の非常に印象深い横奏を指

揮し， これは私にとつて忘れ得ない音楽会となった。その時
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私は， リストによつて彼に紹介された。 彼は私に興味を抱

き，後に，私の弦楽のための小さな作品を派奏してくれ，工

ルンスト フランクの死によつてハノー ヴァーの指揮者の地

位が空いた時，彼の友人で当時の剌場総支配人だったフォン

プロソサル トに私を批せん した。もつとも，これは成功しな

かつた。

マンシュテートが去つたためマイニンゲヽノの第2指揮者の

地位が空位となつた時，私は自身でこれを志願した。 ピュー

ローの総指揮の下で活動することによつて，多くを学ぼうと

望んだからである。私はそのために彼をベル リンに訪ねた。

彼は，直ちに私の請願について話し始めた。彼は次の通 りに

述べた： “私は君を必要とすることができない。 君は私にと

つては余りに独立的であ り過ぎる。私は，ただ私の欲するこ

とだけを絶対的に守る者を欲する。 それは君にはできない

し， またする意志もない。,,私は， 彼のこの説には全く同感

であつた。

その後で彼は，私に尚，助言を与えた。それは，私が，拘

束されないで一一といつてもこれは，刺場内ではある程度ま

で可能というだけだが＿そ してまた何よりも，他の指揮者

を私の上に頂かないで済みさえ したら， 最もつまらない地位

をも侮るな，というのであつた。
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2年後に，我々はハムプルクで逢つた。彼は，支配人ポ リ

ーニと， 1887-8年のシーズン中に 30回の歌劇を指揮する契

約をしていた。そして，私は，同地の常任指揮者であつたの

である。彼が新しく教え込んだ最初の歌劇は，カルメンであ

つた。私は最初の瞬間から，そして今日も尚，確信している

が， ビューローは当時いたずらをやつた， としか思えない。

それは，有名な名声を持つていさえすれば聴衆にどんなひとや

いことを強制できるかを， 試して見よう ， ということであ

る。こんなやり方は，今日，その好一対を作曲方面に見出す

ことができる。

彼は，情熱と皮肉とに溢れているこの歌劇のほとんど全部

をしばしば，耐えられないほど遅い，引きずるような速度

で袖じた。既に最初の ：

8
 

を，ほとんど Andanteに，エスカミリオの歌 ：

9五旦巴誓巧戸
To -re -ador, en gar - de1 

をまるで Adagioに梱奏し，その外にも沢山のニュ アンス，

ルフトパウゼ （註， 空中に浮ばせるような息つき，flり合いといつ

たようなもの） や， そういつたようなものをこの作品につけ

た。それは， ピゼーが，彼の歌劇がこういう風に派じられる

のを問いたら，さぞかし甚しく駕き呆れたことだろうと思わ

れたほどであつた。

ビューローは， 彼の試みが完全に成功を収めたという滴足

を得た。彼の限美者と批評家は，今や初めて，カルメンの真

の，そ して唯一の正しい解釈が発見された，という点で一致

した。もつともこの意見は，アンサンブル（重唱，合唱，合

奏その他総べての協演）が，非の打ち所ないほどに純習され

ていたお蔭でもあつた。いかにも，これは当時のハムプルク

劇場では滅多にないことであつた。彼の目立つて遅い速度に

ついて例問された時，ビューロ ーは， ‘‘自分はそれによつて

スペイン人の誇りを表現しようとする"と答えた。この言明

は単に一つの機智に過ぎないし，それも特に似れたものでさ

えもないが， これもまた異口同音の眼嘆を得た。一~といつ

ても，私を除いて，で，私は，間もなく ，私の意見を実行に

よつて強調する機会を得た。

即ち，皮肉なことに，ビュ ーロ ーに差し支えがあった時に，

彼に代つて‘‘カルメン"を指揮し，後には彼と交替で指押を

分け合う，という使命が与えられた。ところで，私には，自分
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の確信に逆らつて彼を模倣してこの歌劇を指揮するなどは，

到底できなかつた。それ故，私は， 錬習の際に，私が正しい

と感じた通 りに， 即ち，作曲家の指定に副つて一貫して（ビ

ューローより）もつと 活気ある速度を取り，人工的な色付け

なしに指揮した。これは管弦楽員や歌手を喜ばせ，その中の

何人かは敢えて賛意を表明した。

ビューローはボリーニの許にかけつけ，私が‘‘自分勝手"

をやつて彼の歌劇をだめにしてしまう， と苦情を言い立て，

私にもはやそれを指揮させないことを主張した。 ポリーニ

は，これを私に親切に打ち明け，いつも怒り易いビューロー

と争いたくはない，と弁解して‘‘カルメ ン"の指揮を私の同

僚の一人に托した。彼は， この歌刷を ‘‘全くビューローの通

りに"指揮することを許されたといつて，大得意であつた。

私はこの事件に多くの言葉を費したが，一体ビューローは，

彼自身の罪を私に被せた事を本当に見落していたのであろ う

か ？ 自分勝手なのは， ビゼーの明白な指示を実現した私で

はなく て，それを踏み越えた彼であつたことに気付かなかつ

たのであろうか？

いずれにしても， 彼は私が彼のいたずらを見抜くほど賢明

であり， 彼に対抗して‘‘独立的"であることを敢えてしたこ
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とについて，決して私を許さなかつた。というのは，私がハ

ムブルクに 到箔した時，彼は非常に機腺よく迎えてくれた

が，この後はあらゆる機会に私に対する不快の念を表明 した

からである。 これは延いて，私が指揮した二三の歌劇の最中

に， 彼の姉悪を明らかに，公衆に認められる位に表明するま

でになつた。私が数年後にベルリンで王室管弦楽団の交靭楽

派奏会に参加して助力した時にも， 私に対する彼の感清は少

しもよ くならなかつた。彼は嘲笑的皮肉によつて私に対する

怒りを遊らせ，また， 彼の友人はそれが広く知られるように

大いに尽力 したものである。それ故に，私は彼の身辺から永

＜遠ざかつていなければならなかつた。彼に於ける僻大なも

のに対する私の眼美は，彼に通じる由がなかつた。

しかし本書は，小事や狭謎を取 り除く ことによつてこそ，

この1雄大さを正しい光の中に照し出すことを望んでいる。そ

して，多くの点で立場が相反することは動かし得ない事実と

して堅持するが，ワグナーによつて新たに呼び醒まされた指

抑芸術に最大の貢献をした推進者（即ちビューロ-)に栄背と

賂敬とを捧げるものである。これは，後世の史家が芸術に於

ける我々の時代を客観的に叙述する際にも， 認めなければな

らないであろう。
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作曲家の楽想 と指揮者の解釈のいずれに

重きを置 くべきか

或るユーモア雑誌で，私は，次の思想断片を読んだ：‘‘知

者の犯す愚行にまして我等を欺くものはない；我等はこれを

真似し勝ちである故に。’’―これは真実である。あらゆる時

代に於いて真であ り， 特に現代に於いて然りである。

これは，あの弟子根性を力強い言葉で表現している。即ち

彼等は， 1碓大な人物を全体的に理解することができず， しか

もこれと同等のことをしたいと念願し，その個々の様相を校

倣することによつて， これを達成し得ると信じている。とこ

ろが， 顕著な，そして特色に窟んだ特徴というものは樅倣で

きないものである。 というのは， これは天才だけにある もの

で， それも， 個々の天オによつてそれぞれ特別なものであ

る。それ故に尚更，俊れた天才達の外見上の．そしてまたし

ばしば真の，欠点さえもが熱心に真似されるしそれは，これ

こそ，これ等の大人物が無器用者と実際に縁故を持つ唯一の

ものだからである。
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ワグナーが表而だけの見世物に堕した大歌劇の形式と最終

的に絶縁して，詩的意図から出発して彼の聞的音楽的の芸術

作品を作り出した時，このような仕事には巨大な能力が必要

だということ位は，誰にも分らなければならない筈だ，と私

は思う。何といつても，全茄を通じて音楽が決して中断され

ず， といつてただ単に対話を叙唱に腔き換えたというのでは

なく，歌詞の論理に適合する交靭楽的発展を最初から最後ま

で展開させようというのである。このような劇の全体をひと

息に作り出し， しかも 各々の稀を互いに正しい関係に結び

付けるには，大変な能力がなければできない。これは，恐ら

く，互いにどんな音楽的関係をも有しないア リア，二重唱，

アンサンプルやフィナーレ（各謀の終りの部分）を書くよ りも

難しいであろう。このような作品なら，作曲家は，もしそう

したければ，終りからでも，又は途中からでも始められるで

あろう し， 論理的発展も，個々の，比較的短い楽曲の狭い範

囲だけで済むであろ う。

然るに，ワグナーが次第に普及した後に，新しいドイ ツの

作曲界を刺激したものは何であったろうか ？ーーそれは，た

とえば， 彼 （ワグナー）によつて提起された問題を， 果し

て，また如何に して，更に先きの解決にまで前進させ得るか，

という 反省などではなく て，ただ，ワグナーの楽劇の外見的
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の無形式のみが，もてはやされたに過ぎない。

以前は，歌劇を店•こうとする作曲家は ， 音楽の書き方と形

式を徹底的に習得していなければならなかつた。 そしてま

た，彼等はみなそれが実際にできたのでる。天オでない者で

も，本当にしつかりした様式で杏いた。

ところが今日 では，ただちょつと管弦楽法を習つただけ

で，その他には純正声部法の学校的例題さえもできない者が，

凜劇"を作る衰格がある，と信じている。 ワグナーが 猥得

しよ うと努め，且つ探し求めたのは，無邸味な歌劇因習から

の解放であつた。然るに，その解放を，これ等の人々は，熱

心に勉強し，対位法を勉強し，自身の作品に対して厳重な自

己批判を行う義務から，自己を解放することだ，と感じたの

である ・・・・・・ワグナーは無形式を裁可した， アリアもアンサン

ブルも取 り除いた，サア，アリアを追放しよう ，アンサンプ

ルも投げ捨てよう，愉快に頭巾を冠つて朗読口調でどんどん

空想 しよ う ！ …••管弦楽では，できるだけ沢山の金管， 分割

した弦楽部，閉塞音，ハープの滑奏を使い，奇妙極まる和声

と転調を使いもしたし，一部では現に使つてもいる ！ー一

私は，或る種のワグナー後継主義の必要を見落すには，確

かに最後の者である。私自身，最初の二つの歌劇試作では，

この風潮に完全に陥つて しまつたのである。私はまた，ー一
-:=: 
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の新しい， 直接に彼の影鰐下に生れた音楽的劇的作品の相対

的価値を見誤るものではない。ワグナーの行ったようなこん

な激烈な変革には， 偉大さと共に結果も含まれているもの

で，深い痕跡を残さずには済まない。そして新しい劇の様式

は，そのような様式からもワグナーの改革の主要点を取り除

くことが不可能になればなるほど一一私はそうなると確信す

るが一一この様式が音楽で発展することは難しくなるであろ

う。

たとえ人々がワグナーの感党の世界と彼の芸術観から遠ざ

かるに しても，また後世の客観的批評が彼の作品に論評を加

えるに しても一一彼が，本道から脱落した古い歌劇と，真実

の芸術との間の不調和を暴露したことは，彼の永久の功紹と

して残るであろう。将来の劇作品作家は，その作品がたとえ

全然独自のものであつたとしても，何人も，ワグナーのこの

事鎖を飛び越えて進むことはできないであろ う。

自然のままでいる者だけが独創的なのである。そして劇的

音楽的作品の中で自然であ り得ること：ワグナーの活動はこ

の偉大な歩みを意味している。それ故，歌劇の歌詞の選び方

について，彼の影密がいかに少かつたかは尚更驚くべきこと

である。彼の改革的作品は何よりもこの点にこそ向けられて

いたのに……。何と多くの教養ある音楽家が，歌詞について
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大鼠の，苦労の多い，そしてしばしば仮秀な仕事を浪野した

ことか，それは全く歎かわしいほどである。それが，ものに

ならないということは， 場面について明らかな認識がありさ

えすれば，最初から分りそうなものである。こんな詩的の怪

物が時として音楽化される位なら，もはや歌劇などない方が

ま しである。一—“音楽はよ い；しかし残念ながら歌詞が悪

い。”という 批評が正当である限り， 私は独特の様式などに

ついて信じはしない；ワグナーの価値ある後継者についてさ

えも・・・・・・。

ワグナー模倣者達，その最も劣つた者達をも通じて，一つ

の理想の線が通つていることは認めなければならない；それ

は：偉大な模範に同調しようとする努力，である。 しかし，

偉大なことのみならず，小さなこと，低級なことも，それが

成功を収めさえすれば，模倣される。 というのは，今日では，

即ち我々の工業時代では，利益配当が芸術の守護神となつた

からである。

“カヴァレリア ルスティカーナ"のような作品一―—その

品質について，私はここでは詳しくは立ち入らないが一一そ

れは，引き続いてドイツで，即ちバッハとベートーヴェンの

国で， 音楽の“一蒋物"-―ーしかも，その内容が，夫婦別れ，
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殺人，撲殺であるもの一 の大洪水をひき起した。それは一

体何によるのか？ このカヴァレリア ルスティカーナが作

者にもたら した巨額の収入以外の何物であろうか ？

これだけでも既に情けなさ過ぎるのに，我々にとつてその

上の恥の上塗りともいうべきは，或るドイツ宮廷が， これ等

のみじめな揆写中の“最善”のものに対して懸貫さえも提出

し， しかもそれを実際に 2人の作者に分配したことである。

しかしこの宜は単にパリーの公衆に帰した。それは， ドイツ

が‘‘最も美なる もの”の前に1似這いになつて叩頭している間

に，この費を，深應と趣味を以て，辞退したのである。

指揮者ハンス フォン ビューローのような目立つ現象が，

模倣される運命から免かれ得ないということは，ほとんど分

り切つた話といえよう。非常な多数の ‘‘小ビューロー"が輩

出し，彼等は‘‘大"のあらゆる面を真似した：彼の神経質な

動き，帝王のような姿勢指揮棒で刺すような仕草，聴衆の

中に時ならぬ何かの動きが見られた時に彼の向けた怒 りの目

なざ し， さらに，何かの特別なニュアンスに際して半ば観察

し半ば誇示するような振り向き，そして最後にこの‘‘ニュア

ンス"自身…••• これらの総べてが模倣された。 いや， 彼の

“音楽会派説"さえ真似された。私はこのことをニューヨー
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クで確めた。

この種の指揮者，その指揮の仕方が大なり小なり彼等の先

生の誇張画に似ていた人達に対して， 私は ‘‘テムポ ルパー

ト指揮者"の呼称を奉ることを敢えてした。ワグナーは‘‘仮

雅な"指揮者について語つている。その総大将と して， 彼は

—果して当つているかどうか私は疑いたいが一ーメンデル

スゾーンを挙げ，難しい，そして最初のひと目で見たところ

では不明瞭な，個所を，できるだけ速い速度で走り過ぎてし

まつた， と非難している。

私のいうテムポ ルパート指揮者はこの反対で，彼等は，

最も筒単な個所をも，下らない些事を探し出すことによつて

不明瞭にしようとする。それは或る時は，あまり重要でない

中声部であつて，それに相応しない重要性を負わされる。ま

た次の時は，それはアクセントであつて，それは多分ほんの

少し示唆されるべき筈のものが， 今や，鋭い sforzatoとし

て弾かれたりする。また，それはいわゆる";レフ トパウゼ"

で， crescendo とそれに直ぐ続く pianoの時に使われ， ま

たその外にも沢山に使われ，恰かもその曲には休符や縦線の

上に多くの延長記号がついてでもいるかのように，思えたり

する。これらの馬鹿らしさの上に，更に， 速度を絶えず飛躍

させたり変動させたりする。また，ほんの手柔かに活気付け



48 テムボルバート式指揮者

たり，又は僅かの微妙な手控えが必要なと ころで，いや， II寺

としては何の理由もないのに，急激な，衝柴的な accelera-

ndoや ritenutoがなされる。後者の場合の方が前者よりも

しばしばであつて，一般に，引きずる傾向の方が駈け出す熱

よりも強い。これは，或る期間，バイ ロイ トに於いて，競争

のように緩い速度の遊びごとをやつていたが，そのおかげで

もある。 しかしひとたび駈け出そうものなら，これはまた徹

底的にやるのが普通で，憐れな引き裂かれた楽曲がもうろう

とした印象 しか残さないことは，恰かも急行列車で飛ばして

いる時，線路に近い風景を見るのと，ほとんど同じである。

ここに述べた速度の変動は，決して，作曲家の何かの指定

によつて正当化されるというようなものではなく，常に，そ

れを行う指揮者自身の頭から飛び出すのである。 これについ

て，ベルリオーズは適切な判決を下している。即ち ：

“しばしば指揮者は，楽員に， 強弱の色合いを誇張させる。

それは， これによつて彼の熱心を証明 しようとするのかも知

れない し，或いは，彼には音楽的感党の微妙さが欠けている

ためかも知れない。こうなると，筒索な陰影は醜いしみにな

り，アクセン トは熱清的な叫びになつてしまう。憐れむべき

作曲家が意図 した効果は完全にゆがめられ，醜くされる。指
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揮者の芸術的意図は，たとえそれがどんなに真面目であつた

にしても，甘えた積りで主人を蹴倒 してしまつたお伽話のろ

ばの愛清を思い出させる。”

多くの誤りに於いて ‘‘熱心の証拠"と， 善意の意図とがあ

ると仮定することができるに しても， このような奇妙な形で

演奏された作品が，多くの場合，支離滅裂になる運命は避け

られない。それは，恰かも，植物学の教授がたつた今しがた

植物を分解して受講者達に示 した， 葉，花托，果実受けが，

もぎ取られ散らばつて，教卓の上に横たわつている姿にも，

比べられよう。

私は嘗て或る演奏会で，メンデルスゾーンのヘブ リーデン

序曲が，文字通りただの 1小節も同じ速度では奏されなかつ

たのを，聞いたことがある。この恢奏では，第2と第4の小

節が，第1小節：

と第3小節 ；
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誤つた理解であ り， 半ばは，彼の終末期に痛ま しくも認めら

れた弱点の，無器用な模倣，であつた。

ところが， 美点もまた， 誤つて理解される ことが あり得

る。これについて，或る友人は私に次の実例を知らせてくれ

た。即ち，ビューローはマイニンゲン管弦楽団を率いてモー

ツァル トの 卜短調交替曲を演奏し， 時としては無考えに早く

弾かれる ことのある主題 ：

及び全楽章を， 中fill'を得た解釈を以て，深遠な効果を挙げ

た。その市の常任指揮者は，明らかに ビューローの成功に刺

戟されて，その後，自身でこの交靭曲を指揮することになつ

た時，知人遥に，全くビューローの通 りの速度を取る，と知

らせた。そして，私の友人が列席 したその梱奏では，第1楽

章を通じて Andanteに演奏した。それは……夏の日に頭を

傾けた釣鐘草の花びらの上をかよわく羽ばたきながら ヒラヒ

ラと浮いて行く蝶の代りに，のろのろと跳ねるこおろぎ ！．．．

…（と，いつたような感じであつた。）この場合，ビューロー

の演奏の誤解と，確かに良い慈図であつたには追いないが，
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誇張とに陥つたものである。

しかし，私がベルリンで聞いた‘‘田園"交甕曲の場合は，

これとは事情が迎つていた。私は自身で聞いてゾツ としたの

だが，その時の指揮者は‘‘小川のほとりの光景"の楽章で，

次の個所を：

第2小節で大きく ritenuto,し， 最後の 8分音符の後 tr. 

の前にJレフ トパウゼさえ入れ，そのため動機は完全に中断さ

れ，第3小節が第 2小節と分離されて連絡なしに突然入つて

来る，という 有様であつた。

私は，この荻奏の後で，指揮者に，彼の解釈の正しくない

ことを確信させよ うと努力した。私は，彼に，流れる小川を

突然静かに止める ことは不可能であるのと同様に，この楽曲

の流れを故意に中断することは不自然である， と指摘した。

ところが駕いたことには，私は，次の無気力な答えを得た ：

“本当は，私にもこのやり方は気に入らない。 しかし， 人々

はビューロー以来これに馴れ切つてしまつている。だから私

もこうする。”これを問いて， 私は， 真実と自然をその正当

な地位に戻そう とする努力は，もはや無駄だ，と思つた。と
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いうのは，この場合はもはや誤解ではなくて，誤つていると

認識したものを意識的に校倣しているからである。

もつともこれによつて，私が攻撃している指揮の流行の最

悪而が明白にされる ；という のは，ここでは， 聴衆の馴れと，

それを傷けると不評を招くという心配のために， 自身の確信

を犠牲にし，知りつつ芸術作品の形を損ねているのである。

然るに他の多くの場合では，主として， 芸術的な美の感党が

不足しており，しかもそれを自党しないことが多い。それに

或る種の不器用さが加わり，それは， 盲目的につかむことを

真面目な理解と間迎えている。

もつとも，ビューローが本当に1碓大であったそのものを身

につける ことは， 彼の後継者達には望むべくもないことであ

つた。そのものとは，一つには深刻な真面目さであつて，先

きに述べたカルメンの場合のよ うな僅少な例外を除いて， 彼

は， 自分の職業を極く真而目に把握していた。 また二つに

は，非営な熱心と，休むことなき献身で，これによつて，彼

は，もはやその力の絶頂に立つてはいなかつた晩年に於いて

も，尚，少くも外面的にだけでもできるだけ完成した演奏を

成就しようと努力した。しかも，これはしばしば成功を収め，

人々は，その完成の故に，彼の奇癖を忘れる ことができた位

であつた。
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私はしばしば，それほど‘‘，思想に富んでいる和りでいる”

人達が，演奏する曲を本当に知つているのかどうか， という

疑いさえも，抱かされた。私は，一つの速度を他の速度から

段々に生れさせることができず，あらゆる変化を衝賠的に行

う人達を見た。また，前以て長く禅備すべき盛り上りの際

に， 最大の ffを既に最初でII且出させ， そのため，終りには

もはや何も残らなかつたりするのを， 見た。 このような場

合，私には， これは， 単に正確な感党が欠けているだけでは

なく， 作品に対する研究が足りないからだ，と思われた。そ

のため， 梱奏の最中，指揮者が十分に頭の中に確保していな

い個所で，この不足が突然表われて彼を当惑させ，そのため

急速にそこを飛ばして行くことによつて切り抜けるか，また

は見せ掛けの情熱で突然に急場を救おうと して，時期尚早に

爆発したりするのである。

テムボ ルバート式指揮でよい合奏を仕上げることは，指

揮者の客演旅行の際に，困難を増す。 ビューローは，長年の

間，マイニンゲンの宮廷管弦楽団だけを指揮し，その後はハ

ムプルクとベルリンのフィルハーモニ ー管弦楽団だけを指揮

した。 彼は， この二つの団体を隅から隅まで知り尽していた

し， また楽員迩も彼を完全に知つており，微細な点に至るま
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で彼について行つた。そうい う訳で，彼の気他勝手も，技術

的に非の打ちどころのない位に再現された。然るに，或る指

揮者が未知の管弦楽団の前に立つた場合，楽曲を自然の通り

に演奏するのなら楽員の感党は常に彼を助けて行くであろう

が，そうではなく変形して演奏しようとするなら，容易なら

ぬことになる。 彼には数回の練習しか与えられないのが普通

で， それだけでは，彼がそれによつて自身を輝かそうとす

る，あらゆる ritenuto,accelerando, 延長記号，）レフトパウ

ゼなどを本当に教え込む時間は全然ない。そのため，楽員の

一部は指揮者に従うが，他の部貝は自 己の自然の感じに従

ぃ，その結果，最も面白からぬ動揺が起り得るのである。

私は，外国への客演旅行では，我々の国内に於けるよりも

もつと多くの脱線 奇行が行われるという印象を抱いた。多

分，指揮者達は，そこでは聴衆の眼を更に容易にくらませる

ことができる， ときめ込んでいるのであろう。少くも私は外

国の管弦楽譜のパートに色々な書き込みがしてあるのを見た

が，それは，もし私が自身の眼で見なかつたとしたら，到底

あり得ないことと思つたであろう性質のものであつた。

私は， しばしば線習の前に楽員達から，私も‘‘また"前任

者達のつけたあれやこれやの奇妙なニュアンスを行うのか，

と聞かれた。 そのため私は，普通の場合，‘曹き込みは一切
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無効とする ；印刷の発想記号だけを守ること"という総括的

決定をする必要に迫られた位だつた。しかしそれでも尚，パ

ート楽譜の多くの個所は，原譜が掻き消される位に‘‘解釈"

で膨れ上つていたため度々誤解が起つたので，後には，私は

しばしば自分自身の楽譜を持参してこの行き追いを防いだ。

しかし最も悲しむべきことは， このような虚栄や試験の主

な集合地と して，我々の素晴らしい古典音楽， しかもその中

でも最も神聖なもの，即ちベー トーヴェンの作品が，選ばれ

なければならなかつたことである。それは，ビューローがベ

ートーヴェン指揮の大家という名声を博し，彼の後継者達が，

この部門でも彼を浚駕しよう と欲したからであつた。実のと

ころ―ー愛ということを全然抜きにしても一ーこの唯一の天

オに対する癖敬だけからしても，あらゆる虚栄の考えを追つ

払うべき筈である。

例えば唯一つの例を取 り上げただけでも，ハ短調交磐曲を

めぐつてどれだけのことがなされたであろう ！

既にその巨大な開始が，多種多様の誤解を招いた。その中

の主なものは， 最初の5小節を非常に緩く しなければならな

ぃ，という説である。 この改悪の正当さを証明するために，
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ミュンヘンの或る‘‘総指揮者”によつて‘‘ベートーヴェンの

精神"さえも引用された。もつとも，これはベートーヴェン

の精神の罪ではなく ，彼の最初の伝記の著者シンドラ ーの罪

である。

シンドラーは，この楽聖の死後，‘‘ベートーヴェンの友人”

の肩書をつけた名剌を印刷させたことで人柄が十分知られる

が，彼の著したベートーヴェンの伝記の中に，多くの寓話を

語つている。セイヤーは，その多くが真でないことを証明し

た。それ故，ベートーヴェンが，ハ短調交鰐曲の最初を An-

danteにし， 第2の延長記号の後ではじめて速い速度を望ん

だ， という 彼シン ドラーの説も，問題なくその部に入れてよ

かろう。ベートーヴェンがこれほど重要な速度の変更を指定

せず，彼が未だに Andante を欲した個所に既に "Allegro

con brio"と記した， とするなら，それに対するいくらかで

も滴足らしい説明は，一体どこにあり得ようか ？

これについてのリストの意見を問くのは興味があろう。先

きに述べたマイニンゲン楽団のアイゼナッハに於ける演奏の

際に＿この時に私はビューローを識つたのであつて，彼は

少くもその時は，ハ短調交密曲の最初を厳格なアレグロの速

度で演奏した一ーリストは私に次のように物語つた ：

“無智な"そしてその上尚‘‘腹黒い奴”のシンドラ ーが，
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或る晴れた日にメンデルスゾーンを訪れ，ベートーヴェンが

（第5交密曲の）最初を ‘‘夕， 夕， 夕， ター"と Andante

に欲した， と教え込もうとした。 ‘‘ふだんはあんなに愛想の

よいメンデルスゾーンが"と， リストは笑いながら，そして

目に見えるような身振りで，つけ足した：“恐ろしく 怒つて

シンドラーを追い出した，夕，夕， 夕，ター ！ と。”

第1楽立の終り近くの或る個所で，5小節の楽節がある：

j l 2 3 4 Ii 1 2 3 4j 

14 ~ 品面戸沖 ，芦戸
I 4 s I 

仕均面~而ふ孔皿
I 1 2 3 4 I ，. ±1~、 md * 1~_,1-: |」 1

これをどう解釈しようと， 例えば，第2楽節の第4小節の総

休止を短い延長記号と考え，次に続く 5小節の第 1小節を上

拍と考え，こうしてその次に 4小節の楽節が生じるという 事

にしようとも，または増加した小節を主題と同じ意味として，

つまり，反復の際にも主題は，最初は次のよう に：

15~ t-11, ~、 illl 」

そして第2回目は 1小節多く，つまり ：
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16租
のように記されている， ということによつて 説明 しよう と

も，この事情を理知的にどう説明しても， 事実の上では同じ

ことである。いずれにしても， この短い，息を止めるような

沈黙と，それに続く減七の和音の，特に延長された爆発は，

恐ろしく，強大に，脅すように，揺り動かすように＾粉砕す

るように靭く。それは恰かも，巨大な拳が地面から立ち上つ

て我々をつかもうと脅すかのようである。ところが私は，ほ

とんどどこへ行つても， この減七の和音の中の 1小節，又は

更にひどいのは総休止（の 1小節）があつさりと消し去ら

れ，その結果，この筆舌に尽せぬ効果が打ち壊されているの

を，見た。 こんなことが果して信じられようか ？

興味深く見せかけるためには，人々は，最も無趣味な リズ

ムの移動もやつてのけたし，愚劣極まる）レフトパウゼをも敢

えて した。 然るに，天オの打ち樹てた独創的不規則は，跡形

もなく切り倒して地ならししてしまつた；ここでは "4小節

単位"で行かねばならない！ ああ， 何という 蜘なる単純

さよ ！ー一

罪人達は，彼等の非行をビューローになすりつけた。しか
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し私には， 彼がこれほどの罪を犯したとは信じられない。

もつとも， ビューローがベートーヴェンの卜長調ピアノ協奏rllJ

につけたカデンツを見るならば，最大の罪過も可能と思わざるを

得ない。 ペートーヴェンの中期のあらゆる繊細な楽ru1の中で， こ

の間は最も繊細なものである。 その主姐は香りと光とから織出さ

れているし， その工作は純潔な籾妙な優雅さである。手を紬れら

れたことのない処女性が， 愛ら しい花の微光の ように， この玄妙

な音画を輝かせている。

然るに， ピューローは， これに対して 二つのカデンツを杏いた

が，これは，爆発するようなものであり， 指屯動機的な， 心硝も

旋律もないもので， まるでゲーテの詩の中にヨ ーゼフ ラウフの

句を抑入したような効果を生み出す。

この協奏Jillにカデンツを害くという極度に難しい仕事にほ，今

までにはオイゲン ダルベーアが成功しただけである。彼こそは，

この言い尽せぬ芙しい楽曲の真に天オ的な解釈者であつた。

私は，この二つの sfが愛ら しい pianoに直され，しかもそ

の前に，可憐な dimin.が古き込まれているのを見たことが

ある。そのため，この個所は悲しい歎息に似てしまつた。
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第2楽章の速度も，何としばしば，ひどく誤られることで

あろう ！―こ こでこそ，人々は本当にビューローを真似す

ペきだ。彼はそれを理想的に的中させた。ベートーヴェンは

"Andante con moto" と指示している。 以前の指揮者達は

"con moto"を見落して， この楽章を Andanteに演奏した。

近頃の人達は，反対に， "con moto" だけを見るらしく，

Allegrettoに陥つている。そのため， 美しさに満ちたこの主

題 ：

が，その本質とはまつた＜縁のない，踊り遊ぶような性格に

なつてしまう。私の解釈は， ビューローと符合するもので，

Andanteを堅持しながら， conmotoを結び付け， 活気付け

る精神的息吹と感じるものである。私はこれを言菓では十分

に言い現せないので，この交懇曲を自身で演奏する機会に譲

らねばならぬ。

更にもう 一つ， 悲喜劇的な例をつけ足そう。或る時，私が

聞いたことだが， この楽章が普通の Allegrettoで始まつた

テムボ ルバート式指揮者 63 

後，次の小節で

19°"i、 ，へf1fr 1r加
遅い速度になり，指揮者は， 3連音のところで， 16分音符を

一つ一つ指揮棒で示さねばならない位であつた。一~しかし，

もう，例は沢山であろう。

本粛は，ワグナーが言葉と実行とによつて指揮芸術に新し

い基礎を築いた後それがどのような発展をしたかを，示そ

うと試みるものである。 一方に於いて，明白な進歩と して，

管弦楽団が以前よりもずつとよく訓練されたこと， より完全

な合奏活気ある演奏に対する感党が強まつたことなどが，

ビューローのおかげと して， またワグナーの直接の影嬰の下

に大成した二三の俊秀な指揮者のおかげと して， 挙げられ

る。ところが他方では，色々な危険も感じられる。それは，

ビューローの悪い半而が流布させた腐敗的影靱，及び若い指

抑者達の虚栄，利己心，効果追求主義及び我儘勝手などが寄

り集つて，一つの悪い型を流行させる ことである。この悪い

型は，我々の有する傑作を，個人的気紛れの遊び道具にして

しまつた。

これは， 芸術的に教育されていない聴衆が風変りなものを

見問して驚くと共に，それを本物と思い込んでしまう気逍い



64 テムボルベート式指揮者

がある故に，尚更危険なのである。そしてこの聴衆は，ひと

たび健全な感情から引き離されると，不健全な刺激に駆られ

て次第に下らない情感を欲求するようになり，遂には，最も

多くの ‘‘馬鹿げた"ことをしたものが，正しい， と思われる

ようになつてしまう。

ワグナーの論文は俗物共を攻繋したのであつて，彼等は，

硬化したメトロノーム式指揮を退守して，速度のあらゆる修

飾と，それによつて音楽的表現に魂を入れることを，窒息さ

せた。然るに，私の論文は反対に，段々に必要と認められる

ようになつたあの修飾を誇張することによつて生じた誤り

を，是正しようとするものである。それ故，これはワグナー

の説の模写ではなく一一周知の例の処方によつて，ここでも

そう主張した連中がいるが一ーその反映である。別の言薬で

いえば，その， 時代に適応した継続といえよう。ワグナーが

新しい道を拓いたとすれば，私は，単に草を無意味に踏み付

けることを以て新しい道を歩むことと思い込むべきでない，

と戒しめるべきだと信じた。

ワグナーの論文が，精神を欠いた形式主義からの解放を目

指したものなら，私のものは，精神過剰であろうとし，その

ため同様に無精神に陥つた無形式に対する笞告である。形式

主義も無形式も，共に，芸術の死である。 しかし，生きた芸
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術と美しい形式は離すことのできないものである。この形式

は，芸術の精神により牲われることによつて，また，この精

神を世間に感党的に感得させるのである。これは，あらゆる

芸術と同様に，指揮にも当てはまるのである。
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種々の問頸

楽曲は指揮者によつて成功するか

尚，二三の特殊の点を論議しなければならない。

最初に，私は， 広く流布している先入観を反駁しなければ

ならない。解釈家，即ち我々の場合では指揮者は，或る作品

の価値を高めるということはできない。 彼はただ，時折それ

を引き下げることができるに過ぎない。というのは，彼が成

就し得る最普のものは，単に，その作品の価値に相当する再

現梱奏である。彼の業組が作曲家のそれと一致するならば，

彼はその使命を最もよく果したことになる。 ‘‘それ以上"は

ないし，またあり得ない。何故なら，どんな指揮者も，つま

らない曲を彼の解釈によつてよい曲にするこ とはできないの

である。たとえどんなによく弾かれたにせよ，つまらないも

のはやはりつまらないものに止まる。いや， とくによい演奏

は，下手な演奏よりも，作品の欠点を更にはつきり現れさせ

るものである。

“この作品は， その成功を 卓越した演奏に負う "という 言

葉は，半ばの真である。というのは，解釈者は，争う余地の
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ない彼の功組を認めて貰う権利は十分にある。しかし，作曲

者はもつと高い権利を持つているのであつて，彼は，彼の作

品によつて， 成功を収める機会を解釈者に与えたのである。

しかし批評家が，上述の文章に‘‘単に"とか‘‘全然……に

よつてのみ))という 言葉を附け加えたと したら， 彼は，上述

の先入観から生れた誤りに陥つているのか，又は不誠実の罪

を犯しているのであつて， 自分の好まない作曲家の成功を

（故意に）引き下げようと しているのである。

これには， 唯一つの例を挙げるだけで足 りよう： 最近の指

揮者達が，その義務を認識して，ベルリオーズの作品をそれ

にふさわしく立派に演奏する ようになつてから，この索晴ら

しい荻奏 ‘‘それのみ))が成功をもたらした， という 笑 うべき

文句が，何と しばしば繰り返されたことであろう。この作品

に対して，人々はひとたび抱いた拒否的態度を長く持ち続け

たし， ところによつては今日も尚，持つている。そのべ）レリ

オーズの作品が今日では，以前の演奏よりも強い印象を残し

たことは成るほど否定できない。しかし，効果がこのように

強まつたことについて，作品ではなく，指揮者だけが功組が

あるというのであろうか ？ 指揮者達は，実際に既に存在し

ているものを演奏によつて光に照ら し出したという以外，何

をしたというのか？ なるほどそれは大きな功組には述いな
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い。しかしそれは，作曲家の不利益になるように利用されて

はならない。演奏者は，作曲者が元来与えて四いたものを取

り出したに過ぎないのである。

“ベートーヴェンとモーツァル トは 下手に弾かれてもまだ

しも問き得る。しかしベルリオ ーズは，誰と誰とが指揮した

時にのみ鑑宜し得る"とは既に言われたことであり，また多

分今後も言われるであろう。一ーところがこれも大ぎな間違

いである。というのは，第一に，ペートーヴェンもモーツァ

ルトも，下手に弾かれればやはり宜味できない。ただ， 聴衆

はこれ等の作品を既に非常にしばしば聞き，また上手下手は

とにかくとして自身でもビア ノで弾いて見てお り， 変形した

梱奏の中からも，熟知の懐しい様相を探し出す。 いや，これ

等の美しさがもはやほとんど認められないような場合にさえ

も，それを空想して見る。ところがこのようなことは，余り

よく知らない曲に対した場合は，不可能であろう。

もしベル リオーズが実際に何人かの指揮者の手によつての

み効果を発揮すると したら， それは彼の作品の故ではなく

て，それをよ く菰奏する ことのできない他の指揮者の罪であ

る。これは，価値あるあらゆる新旧の作品についても，同じ

である。

古典交懇曲の平凡な演奏の後のお定ま りの拍手と，同じ交



70 稲々の間題

轡曲の芸術的演奏が呼び起す，あらゆる制限を打ち破るよ う

な歓呼とを比べて見るがよい ！ ここで，この傑作がその真

の姿で現れた ；しかし，この真の姿を現れさせることが指揮

者の神碑な義務であ り，それを達成したことが彼の唯一の真

の，いや，唯一の可能な名声である。

不できな曲のよい演奏は， 芸術的に無価値であつて，悪い

趣味を弘める点からも，また，無益に浪牲された労力と時間

の点からも，悲しむべきことである。その反刀の場合（つまり

よい!UJの下手な演奏）は，無責任である。

しかし，作品と演奏の両者が相侯つて芸術的印象を呼び起

し， 成功を収めた場合，単純に荻奏の方を作品よりも負めそ

やすのは，同様に無責任である。そのようなやり方は指揮者

の活動を全然誤つた光線に当てるもので，彼を作曲家に対し

不均衡に前面に押し出し， これ（即ち作rtll家） に傷を負わせ

ることに役立つに過ぎない。それ故，故意に作曲家を傷つけ

ようと意図する場合，演奏家を誇大に其讃する ことが，しば

しば行われる。

暗記指揮

次に，暗記指揮に考察を向けよ う。これは， 聴衆を感服さ
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せること大したものである。しかし私はその価値を余り邸<

は評価しない。指揮者は或る作品を実際に暗記することがで

きる。 しかしまた，私の考えでは，指揮台に立つた時に製わ

れ易い， 諒解し得る昂窟のためとか，或いはまた他の， 心を

乱す邪賊のためとかで，彼の記憶が突然彼を見捨てはしない

かと恐れている人が，あり得ると思う。このような場合には，

楽譜を使う方がよい。というのは， 聴衆は楽曲を楽しむぺき

であつて，指揮者の記憶力を感嘆するのが目的ではないから

である。指揮者が，楽譜を前にして指揮を始めた後，楽譜を

見ていたのでは手助けよりも却つて邪邸になるため，多分数

頁後からは暗譜で先きを指揮する，という位によく知つてお

り，そのような知識が指揮者の自 己制御とよく結合した時に，

はじめて， 楽譜を取り除くことを，私は勧める。

フランス人は， これをうまく言い表わす： "diriger par 

coeur""心で指揮する”と。これはしかし純枠に個人的な必

要，個人的な習恨であつて，演奏の完全性とは何の関係もな

い。 勿論，もし指揮者が楽譜から眼を離して楽員を見る こと

が全然できないなら，彼は単なる拍子取りであり無器用者で

あつて，芸術家の名を要求する資格のないものである。

暗記で指揮することは，有能であるという身振りを見せび

らかし， 作品から注意を外らすから， やはり非芸術的であ
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る。また時には，指揮者が暗記で指抑するにも拘らず， 泊＜細ォCn百

を譜面台に載せているのを見掛ける。これは， 暗譜で指揮す

ることによつて余りに目立ち過ぎないようにするためで，私

は，このやり方を質昭すべきだと思う。しかし私は，何より

も， 楽諮を使うか否かは，ただ指揮者だけに関わることで，

他の誰にも関係ない事だと思 う。

楽譜を使つて指揮した良い演奏は， 価値がある。暗譜で指

揮された拙劣な飯奏は，価値がない。

また器楽演奏家にしても，暗譜派奏は第二次的意義のもの

である。容易に党え込み， しかも確実な記協を有する者は，

それをするのもよかろう。 しかし 記憶するのに 苦心する者

は， 寧ろ楽曲の精神的及び技術的純磨のために時間を牧すべ

きで， 演奏会の時も，何時かは先へ進めなくなり，中止する

か，又は即興的な自由なつなぎを発明しなければならない，

という恐しい脅威に常にさらされているよりは， 楽譜を楽譜

台に屈く方がよい。 稀有の記節力を持つていたビューローで

さえも， ピアノ独奏会の際に‘‘即興"演奏するのを，私は間

いたこ とがある。

この場合，他の多くの場合と同様に，誰かが勇気を揮つて

先んじて始めることが必要である。そうすれば，他の者は自

然にそれに続くであろう。
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ビューローは例の皮肉を飛ばして， 頭を楽譜の中に突つ込

んでいる指揮者と， 楽譜を頭の中に蔵い込んでいるそれとに

分けた。私は，この区別を多分もう少し深く，次の対照に

ょつて表現したい：指揮者の中には， 楽譜だけを見る者と，

その哀にあるものを見る者とがある。また統一性をバラバラ

にする指揮者と，一見パラバラのものを単一のものに形成す

ることのできる者とがある。

指揮の動作

多くの指揮者は，動作が多過ぎると非難される。それには

いくらかの真実もある。というのは，指揮の機械的要索それ

自身は決して美しくない； 黒い礼装の人物と，指揮棒で武装

した腕は，もし， その腕が恋くのでなくただ振り廻し，その

上，感情過多のため体がくねくね曲がるなら，滑稽にさえ見

えることもあり 得る。

しかしまた， 作為した， 優越した落ち着きを偽装する姿勢

も，同様に不快である。有難いことに，我々の音楽には，そ

れを指揮することを許された場合， 激発させなければならな

い瞬間がある。もしそうしないのなら，その人は血管の中に
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血を持つていないのである。それ故，動作の過剰の方が，ま

だしもその反対よりもましである。それは，少くも普通には，

情熱があることを示すからである。そして， 情熱なしには天

オ的な業組はあ り得ない。

教育も誠実もこの情熱を与えることはできない。序にいう

と，保設も，これを生み出すことはできない。それは，自然

から進んでH曽られ，生れついていなければならない。

それ故，天才的な業績は，ただ二つのものによつてしか正

当に認識されない。その一つは他の天オであつて，彼は，こ

の業績を，恰かも一つの山の大きさと美しさを他の高所から

眺めるように，観察する。その二は，純真な，進んで美に傾

倒するあの本能であつて，これはしばしば， 芸術家でない人

人や民衆の中に見出される。

しかし， あの ‘‘美学者"にはこれ（天才的な業紐）は全く

分らない。彼等は，これを理知の問題と して見，分解によつ

て，例えば分析の問題のように解こうとする。彼等に分らな

いというのは，情熱が心の賜物であつて理知の成果ではない

からばかりではなく，芸術家が，その情熱に絶対にかけなけ

ればならない節度の手綱を頭と心によつて—頭だけによつ

てではなくー一御さなければならないからである。
ノ

それ故に，批評的美学と美学的批評は，それが正直である
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場合でも，天オ的業組に対して，
多くの場合，最初は否認的

の方向に誤る ；そして，
上述の純真な本能が最後的決定を下

した 時にはじめて，次第々々に訂正して行くのを我々は見

る。それ故，否定的批判は，大体，
民衆会議に違反するのと

似ている。

情熱それ自身は決して非難すべきではない。ただ，その行

き過ぎが悪いのである。自身
‘’ の情熱を制御し得ない若いオ能

ある指揮者を笑うべきではなく ，
彼の体を平静に保ち，必要

以上の動作をしないように自身を教育する よう，好意を以て

戒めるべきである。
これができるようになつたなら，それぞ

れの個所の表現は，それに応じた指揮棒の大小の動きを生み

出すであろう。勿論，
音想と動作の完全な調和は，長い年月

と，自分自身についての真面目な研究によつてのみ達成され

るであろう。しかし，一般的にいつて，短い，鋭い動作の方

が大きく振り廻すよりも粕密な正確さを保証する。何故なら

ば，大きな動作はより 多くの時間を要し，
リズムの厳格さが

損われ易いからである。
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旅行指揮者

いわゆる旅行指揮者が芸術的価値を持つているかどうかに

ついては ， 多 くの論争がなされた。一~しか し，同一の指揮

者が，今日は例えばドレスデンで，そして何日かの後にはペ

ータースプルクで，俣秀な油奏を行うことに対し， どんな異

議があるというのか ？ その旗奏が，旅行の結果，良くなか

つた時にはじめて ‘‘問題”となり得るのである。も し全世界

の聴衆が，1碓大なヴァ イオリニス ト， ピアニスト又は歌手を

間く機会があるのなら，著名な指揮者の管弦楽に於ける解釈

に耳を傾けることが，何故に許されないのか，理解し得ない

ことである。

このよう な演奏は，二通りの方法で行われる。第ーは，指

抑者が単独で旅行し， 多くの場合，彼が規則的には指揮しな

い管弦楽団の前に立つこと，第二は，常に彼の指揮下にある

か，或いは少くもその旅行の間だけでも彼だけに専屈する，

自分自身の管弦楽団と共に旅行する ことである。 この第二の

方法の方が，管弦楽団員と指揮者との間の完全な理解と，ひ

とたび旅行が始まつた後は疲労の多い線習がなくなるこ とと

により，好ましいように見える。しかしそれはまた欠点もあ
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る。即ち： 管弦楽団全体の交通運輸と接待のため莫大な伐用

がかかる故に，それを支払うだけの収入を挙げるために，数

多くの，いや，概して毎日，恢奏をしなければならないし，

それも，同じ曲目を何回も繰返す結果になる。旅行の間に新

しい曲目を線習することは，しばしば一日の大部分を鉄道の

上で111'.さなければならな¥,
こヽとだけからしても，問題になら

ない。旅路に就いた後錬習がなくなることによつて，肉体

的疲労の点で軽減されたものは，
同一曲の反復派奏による，

指揮者及び管弦楽貝の精神的弛緩となつて，不愉快な風に現

れて来易い。

できるだけ曲目を変えること と， できるだけ短い汽車旅

行，それに加えて，指揮者だけでなく管弦楽員をも安楽に迎

ぶこと，が，中々 容易には実現できないではあろうが，救済

方法である。 このような “旅行"の主催者が，もし利益ばか

りに熱中せず芸術に貢献しよう とするなら，何より もこのよ

うな救済方法に注目 しなければならないであろう。

単独で旅行する指揮者は，十分の錬習回数を確保するよう

手配しなければならないであろ う。
その回数は，管弦楽団の

質，その楽団について彼が心得ている程度と選定された曲目

の難贔によつて，含まる。音楽会を単に‘‘片付け", 演奏料

を受け取るだけでは，それが自国内であろうと他国で行おう
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と，非芸術的である。その反対は，次の点からだけでも推買

しなければならない。即ち， 1蒻けられた自負心又は馬鹿げた

競争という 立場に立たない指揮者達が，これによつてお互い

に近しい接触に入り，相互に刺激し合うことによつて互いに

学び合う ことができる， という 点である。この学ぶことは，

釈極的の意味にも消極的の意味にも可能であり， 芸術的にも

よい結果を生み出すであろう。 （註，互いの長所を学んで得る所

があると共に，短所を見て自戒する，の意。）

一般的 規則

最後に，私は，二つの一般的規則を掲げよう。

その第1は速度に関したもので：

どんな緩い速度も，そのために楽曲の旋律がまとま らな

くなる程に遅くあつてはならず，またどんな速い速度も，

旋律が間き取れない位に速くあつては，ならない。

その第 2は強弱に関するもので，その作者はビュ ーローで

あり， 彼は次の意義深い発言をした：

"Diminuendoは forteを意味し，

crescendoは pianoを意味する”

これは，一見矛盾のように見えるが，そうではない。とい
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うのは， dimin.と記されている所で直ちに pianoに， また

cresc. と記されている所で直ちに forteに弾くのは，dimin.

や cresc.の効果を抹殺することを意味する。 モーツァルト

は， マンハイムで cresc.と dim.とを本当に 弾く ことので

きる管弦楽団を発見した時，非常に喜んで耳を傾けた。しか

し， 長い区間にわたつて，突然の段階なしに， 音をなだらか

に強めまた弱めて行くことは， 今日でも尚，そして最上級の

管弦楽団にさえ難しいのであつて，それ故，私はここにこの

事柄について注意を喚起するのである。
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理想的な歌劇運営

私はこれまで演奏会場での指揮についてだけ述べ，劇場で

の指抑については述べなかつた。これは特別の問題である ；

しかも残念ながら余り喜ばしくないものである。

小さな都市の小さな音楽協会の指揮者は，多くの場合，多

人数ではないがまあどう にかやつて行けるだけの人員から成

る管弦楽団と，役に立つ程度に訓練された合唱団とを持つて

いる ものである。この二つの材料に加えて，いくらかの才能

のある指揮者が大いに精を出せば，相当によい梱奏を達成さ

せることがしばしばある。時と しては，このような演奏が，

いわゆる音楽の中心地をなす大都市ではなく ，もつと小さい

都市に於いて，驚くほど良い。 ＼ 

ところが小都市の劇場では，あらゆる芸術的な仕事の最大

の邪賊ものとして， あの恐ろ しい歌手プロレタ リアート団が

栄えている。これは，他の沢山の寒心すべき事と同様に，神

経質に急速に流れる今日の時代の産物である。 ここでは，誰

もが，できるだけ早く 金と名声を得ようとしている ；そのく
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せ，本当に何かができるかということは，ほとんど考えても

見ない。

今日，どこかで美声が出現すると，以前したように，その

育成と この幸運に恵まれた者の一般的芸術教育のために長い

年月を掛ける ことはせず，その歌手は，誰か任意の教師に就

いて， 精々半年位しか授業を受けないことも少くない。それ

から，その声域に適した主役の歌を，コレペティーター（註，

調教師 ；歌劇の役を教え込んでくれる伴奏者爺教師）によつて吹

き込まれる。 これによつて，この歌手は，聞かせどころは成

るほど十分花やかに歌い廻すことを党えるが，その他のとこ

ろはできるだけ不正確に且つ無理解に歌い，その上，自分の

役がその歌劇の中で何を意味するか，またこの歌劇の中では

何が起るかについては，全然何も知らない。

さてその上で歌手はマネージャーの手に陥り，歌劇場に売

られる。ところがこの歌劇場なるものは， ドイツ語を話す地

域の中に数百もあるのである。 この数砿が物を言うことにな

る。この憐れな歌手は，普通にはそのような小さな劇場に先

ず投げ込まれるのであるが，そこで最小の1奉給を貰う。これ

ではほとんど生活することもできない上に，更にその中から

マネージャ ーに歩合を払わねばならない。それは，それだけ

では少額であるけれども， 彼が下請けしている劇場の数が多
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いため，結構多額の収入になる。 こうして，マネー ジャ ーは

肥るが，芸術は墓へ行く。

この新入りがやつと着いたか着かないかに，もう 早速 ‘‘舞

台へ !"ということになる。彼は精々 1回のピアノ伴奏によ

る線習，或いは時には管弦練習をすることができるだけで，

仕事も中途半端にしか分らないまま，舞台へ押し出される。

こんな風にして， 彼は数年の間，一座から一座へと渡り歩

き，遂には声を泊し， 疲れ果て，化粧に飽き飽きし， 最も美

しかつた夢も破れて，他の仕事にありつこうと探すようにな

る。熱I青又は必要から劇場を目指して来た女性歌手の運命

は，もつと悲しいこ とがしばしばである。オ能と幸運が組み

合わされた比較的極く少数の人達だけに，もつと よい花が咲

くのである。

しかも，これらの小さな閲場では，管弦のボ ックスにいる

のは，4人の第1ヴァイオリン， 1人のコントラバス，1人

半のヴィオ ーラ，というのは，2人いてもその中の 1人は半

分しか当てにならないのが普通だからで，合唱は多分男声 10

人に女声 10人位であろうし， 装飾や飾り孫はぼろぼろにな

つて垂れ下つていると来ている。そう して， こんな材料を以

て，フィデリオ， 應弾の射手，眺笛，タンホイザー， ローエ

ングリン，最近はまたニーベンゲンの指環に至るまで上演さ
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れている。 こんな状況の下で指揮の芸術などという ことが問

題にならないのは， 明白であろう。

しかし， もつと俊れた，高い1奉給を取つている歌手と， も

つとよい管弦楽を持つている大都市の劇場でも，時と しては

指揮芸術の形跡はあまり見られないことがある。それは，こ

こでも，芸術などはほとんど分らないものが支配しているこ

とが多いからである。 しかし彼は，多分その劇場を自分の財

政的費任に於いて運営しているのであろう し， それ故，自分の

懐ろを満たすためにこの複雑な機構を利用 しなければならな

いのである。 ここでは人材を最も手荒く使いま くるこ とは，

少しも珍しいことではない。そして ‘‘支配人様"は， 或る歌

手が，彼に期待されている過労のため身体を磨 り減らしてし

まい，もはや声の絶頂に立たなくなつた時にも，損害を受け

ないで済ますように，仕組むことができる。結局，このこと

から彼に非難を浴びせるという訳には，ほとんど行くまい。

というのは，彼の金を部下や，まして‘‘理想"などのために

犠牲にせよ，などと期待する ことは，できないからである。

それ故，劇場契約の改革が必要なのであつて，支配人達に

もはや権利ばかりを持たせないこと，楽員達にもはや義務ば

かりを負わせないこと， 劇場連盟—その保護の下に ， 支配

人達が今日も尚，最も感服しない我他勝手を働くことのでき
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るところのもの一―ーをもつと厳重に監視すること， 支配人達

や楽員達が，自分達の責任でなしに自己の芸術を発揮する こ

とを妨げられた場合，経済的に保証すること，これ等総べて

のことは，ゆるがせにすべからざる必要事であつて， 政府は

これを最も熱心に取 り上げるべきである。

歌手は，比較的短い間の病気，いや，しつこい不調のため

にさえ， 数週または数ヶ月一~ひ どい時には ， 生涯にわたつ

て，かも知れないー―ーの間，失業する， という悲しむべき可能

性の下に立たされている。このような歌手が，用心してその

声とい う衰本をできるだけ長く保つよう努力するとしても，

これは怪しむべきことであろうか ？ これは，もし彼等がほ

とんど連日のように全力を尽してその役目を果すとすれば，

到底不可能な ことである。 それ故， 彼等は，特に重要な公

演，例えば初荻当 日， 客演，又は新問批評家の来る日，など

のために力を貯えて四く。そのため，その他の日には，彼等

は自身をいたわつて，しばしば単に‘‘標示だけする"(註，音符

の頭だけに声を出して，あとは流してしまう歌い方）。そして自分

達の役をいい加減に扱う。こう して， 無1掲心という， あらゆ

る芸術活動の最悪の敵が地歩を築いてしまう。

こう なつては，指揮者は，疲れ切つた， 不機娩な歌い手連

中を集めて一体何を始めようというのか ？ 彼もまた，その
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うち間もなく， 例の通りの 3又は 4時問の間， 指揮棒を振

り，その外は支配人に収入の手配をさせることに，馴れてし

まうのである。

比較的最も よい芸術活動を提供し得るのは，裕福に装備さ

れた宮廷劇場や，支配人が都市によつて任命されている劇場

である。これら支配人は， 自分のために働き しかもその他に

賃借代金支払いの心配を，させられないで済む。 しかしここ

にも，やはり，深く食い込んだ即碍がある。

先ず最初に取り上げることは，歌測の最高指揮権の問題で

あつて，これは，芸術家それも音楽家，或いは少くも音楽的

に教育された者に属すべきである。この必要欠くべからざる

認識に到達したのは極く少数の（上陪部の）場所であつて，

それも恐らく 完全に認識した訳ではなかろう。このような最

高指揮者に対し， 管理当局者は，その上に立つのではなくて，

下に列せられるのでなければならないし，芸術上の事項につ

いては，何等の口出しも許されるべきではない。

しかし， 最も天才的な劇場指芍者にしても，たとえこのよ

うな前提の下にあつたにしたところで，大小を問わず総べて

どの劇場でも，公演があまりに多過ぎたのでは彼の力を自由

に発揮するこ とはできないであろう。これは我々の歌劇問題
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の癌であつて， 再び振興と繁栄を望むなら，何よりもここに

改善のメスを入れなければならない。どんな劇場でも範IJよ

い公派をすることはできない。も しそれを望むなら，人々を

過労に陥らせることなしに常に十分の回数の紬習をすること

がでぎるように，合唱及び管弦楽員をも含めて少くも 2倍の

人員と，役に立つ綽習場を同じく 2倍持たなければならな

い。どんなに上できの新振り付けも，それを純習によつて研

砦し短所を練り直すことなしにただ何回も派じ， しかもその

ような練習なしの公旗の間に， 長い（数日間の）休みの期問

があつたのでは，色あせてしまう。

あらゆる注意を払つてまとめ上げたアンサンプ）レ（あらゆ

る諏唱，協同飯技）も，出荻者の入れ換えなどで，崩れ，傷け

られる恐れがある。即ち，休暇とかその他の理由により，一

つ又は幾つかの主役の歌手が取り換えられた場合，その代役

者達は， 自分達の役を主役者と一緒に勉強はしたであろう

が，舞台楷古の時にただ見学していたに過ぎず一ーいや，多

分，それすらしないこと さえしばしばであろうが一一ー通 り一

遍の ‘‘場面練習"だけで，はめ込まれるのである。

外来芸術家の客荻に至つては，統一した，芸術的にまとま

つた公演の敵である。 しかし最大の劇場に於いてさえ，何と

しばしば，部員構成に欠陥がある ことであろう。そのため，
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公演休止を防ぐためにこのような客派の助けを求めなければ

ならなくなるのである。 毎晩，いやしばしば午後にさえ，公

衆に‘‘芸術の殿堂"の扉を開かねばならぬ， という恐ろ しい

必要のために，どんな改善の努力も壁に突き当つてしまう。

落ち着いた，練り上げた仕事などはあつた例しがない ！ー一

息もつけない，急き立てて手から口ヘと生活するばか り，何

が何でも手早く片付けて次の何か新しい事に取り掛かろう ，

というのが，我々の，劇場，という ，あらゆる精妙な芸術を容

赦なく踏みに じつてしまう機械作業の，絶望的特徴である。

年輩の俳優や歌手の中で，昔，劇場がII寺々晩も閉めて線習

をした時代のことを懐しく 息い出さない者があろうか ？ 人

人は夕方5時から真夜中まで喜んで練習したものだ。これを

経験した人達の誰が，晩の諌習の打ち解けた親密な魅力を忘

れよう ？ そしてその翌日，誰もが何と新鮮に，喜んで仕事

に就いたことか ！ ああ，総べては消え去つてしまつた ！

（今日では） 良い練習よりも，不できでも公菰をして何マー

クかの収入のあつた方がいい！

一体，是非とも毎日，公演しなければならないのか ？ー一

この問いは，更に他の問いを引き出す。その答は，金もうけ

が号令であり会計報告が切り札である今日では，理想郷のよ
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うな性質のものである。 しかし私は，その実現の見込みはゼ

ロであるけれども，それでも尚この問いを提出してJ,しよう。

公衆に，次のことを段々に分らせるようにはできないも

のだろうか ？ 即ち，人々が一般に劇場へ行くために年間に

出すその同じ金額で，もつと行く回数を少く し， もつと多額

の入場料を払う；その代り最上級の公演だけを聞く ，即ち，

甚だ表面的な楽しみでなしに本当の精神的高揚を得る方がよ

ぃ，というこ とを分らせることはできないだろうか。そうな

れば，回数は少いがしかしよりよく 禅備された公演により，

略々同じ収入が得られよう。

或いは又ー一そ してここで，私は，それこそ不可能に見え

る領域に切り込むのであるが一一宮廷，国家，都市が，劇場

が密沢や軽蒋な楽しみの場所ではない，ということを何時か

は理解するであろうか ？ そんなものではなくて，学校と同

様の，もつと精神化した意味での国民教育の場所であ り，ま

たギ リシャ人が考えていたあの高い倫理的宗教的意義に於け

る教育の場所でなければならない，とい うことを理解するだ

ろうか ？

“上層部"の連中が何時かは次のことを認識するだろうか ？

即ち ：高尚な修辞的及び音楽的の劇は，もし “赤字"という
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不快な観念がもはや存在しなかつたとしたら，もつと下屈の

国民階級にも門戸を開き得るであろうし，巨大な文化事業を

成し遂げ，低級な欲情を弱め，高級なものを強め，それが恵

まれている国民の幸福になる， ということを？ 高級な芸術

衝動を全然感じない人々は，小芝居や，低級な喜歌劇や，そ

ういつたようなものに毎日でも入り浅るがよい。高貴な様式

の劇場は，その門を数少く閲き，その代り，完成された公蔽

だけを提供すぺきだ。

最も価値ある作品が，公衆がそれと縁がなくなつたという

理由でもはやほとんど上梱されないとは，無賓任なことでは

ないか？ しかし，何故に公衆はそれと縁がなくなつたので

あろうか ？ それを聞く機会が ほとんど無いからではない

か？ グルック，モーツ ァルト， ウェーバー等はもはや興味

を喚び起さないのである。 “フィデリオ"は間追いなく空つ

ぽの座席を期待できる。ワグナーは全生涯を ドイツ歌劇の向

上のために捧げたが，今日では彼も救いようのない屑となり

下つてしまつた。人々はよい公派も拙い公演も同様に拍手す

る。新しい高尚な作品はほとんど成功の見込みがない。‘‘バ

グダッドの理髪師"は再び爆発的に浮び上つたが，それまで

は何十年も埋れていた。‘‘じやじゃ馬馴ら し"や，ヴェルディ

の珍味‘‘ファルスタッフ"や，ペルリオーズの歌劇は忘れら
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れたも同然である。

我々の歌劇の巨匠をまた新らたに生き返らせ得るような偉

大な歌手は，段々に少くなつて行く。それが出て来たかと思

えばアメリカがさらつて行つてしまい，我々憐れむべきヨー

ロッパ人には中府の凡才しか残らない。我々は，あきらめな

がら，できる限りそれでやつて行かなければならず，歌測芸

術は，その傍らで歌い， 所作をし，踊る，墓に似ている。

“世界は安物を欲する”とリストは苦い皮肉を飛ばしたが，

これは，何よりも我々の劇場に於いて日々に辿憾な事実とな

つて行く。

確信然り，確信を以てこそ，劇場統率者は活動すること

ができなければならない筈である。 しかしそのためには，収

入とかその他のあらゆる事柄に邪靡されずに，最も高尚な意

味に於いて，公衆を教育するという彼の四務を，十分に，ま

た自由に達成する ことができるのでなければならない。この

公衆は，なるほど，低級なものや浅蒋なものに容易に傾いて

はしまうが，しかし未だに新鮮さ と純真さとを持つていて，低

級なものの代りに常に続けて良いものを供給しさえすれば，

長い問にはそれを喜んで取り上げるのである。もつとも，そ

れには，統率者たる芸術家が同時に，欲する所を知つている
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だけでなく，知り且つ欲するものを戦い取るだけの強固な意

志の所有者でなければならないし，その上，何年かにわたつ

て金は問題にならず，また邪腐者が余計な口を入れない， と

いう確固たる保証が彼に与えられなければならない。そうな

れば，模範的な劇場も多分可能であろう。

しかし，私はもう空想することを止めよう。

劇場に於ける指揮者の特別の活動については，ワグナーが

有益な金言を述べている。即ち， 彼が言 うには ：

或る一つの楽曲に対しては，そのメロスを正しく つかむこ

とによつて正しい速度が知られる。これと同様に，歌測を正

しく指揮するためには，場面の劇的状態を正しく認識する こ

とを前提とする。指揮者は，実際上，何よりも場面を注視し

ていなければならないであろう ，作曲者の指示は忠実に守り

ながらも，指揮者にとつての物指しは舞台の上にあるであろ

う； 彼が速度をもつと速く し或いはもつとおそくすべきかど

うか，それをどのように修飾すべきか，またどこで管弦楽に，

もつと強い或いはもつと弱い音凪を出させるべきか，をきめ

る尺度はそこにあるであろう。彼は，劇の表現がせき立てる

速度を要求しているところで，旋律的楽句の効果のために速

度をゆつくりと拡げはしないであろう；純枠に音楽的に見れ

ば，速い速度が多分非常に効果的であつても，劇的展開がため
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らうように進んで行くと ころで，それを採りはしないであろ

う；また，歌手を圧倒したり或いは場面のでき事から注意を

そらせるような， 管弦楽の音色を出させはしないであろう。

特に重要なのは，歌手に対する指揮者の関係である。特に

劉著な個性だけが，顕著な業紹を成し遂げ得るであろう し，

それも，歌手がその個性を十分に，そして邪眺されずに発抑

し得た時に限られよう。 猛線習だけでは何もでき上らない。

これは，より 劣つた才能の者にとつては恐らく必要でもあろ

うし， 彼等にはできるだけの力を出させて全体の枠の中に当

てはめるより他ない。 価値ある芸術家達は，この枠の中で彼

等自身の解釈と梱出のゆとりを持たねばならない。 いや，彼

等は，何をなすべきかについて自ら考えるよう，進んで励ま

されなければならない。

指揮者は， ピアノ 伴奏による練習の際に，先ず手始めと し

て， 歌手がその役を最も些細な点に至るまで正確に党えるよ

う，全力を挙げて鞭撻しなければならない。ただそれによつ

てのみ， 管弦楽と舞台との完全な一致，つまりよい演奏の根

本条件であるところの完全無欠の協演が，可能となるのであ

る。その後に， 練習を完成した上で， 多少の自由が生じたな

ら，指揮者は，彼がそれまでに当然理解していなければなら



94 歌脚 の指 抑

ない全体の精神及びそれぞれの個所の性格に，それ等の自由

が反しないように注意すべきである。厳格な正確さと生き生

きした自由との微妙な調和こそが，指揮者と歌手の芸術的惑

党を測る尺度となろう。

私はここにウェーパーを引用しよう。私は，彼の殆んど忘

れられた論文を研究することを総べての芸術家に切に勧告す

る。そこには精妙な感党の芸術観がある。これは， この索晴

らしい巨匠の十分な発展を妨げた不幸な生活環境と早逝を，

二重に追憾に感じさせる。彼は，ライプチッヒの指揮者プレ

ーガーに送つた手紙の中に次のように書いている ：

“歌手の個性が，それぞれの役に本来の，そして無意識に，

色付けをするものである。 軽やかに動く 柔軟な声の持主と，

雄大な音声の持主とでは，同じ一つの役を全く異つた風に演

ずるであろう。前者は，後者よりも確かに数段と活気がある

であろう。しかしこの両者がそれぞれの尺度に従つて，作曲

家によつて示された情熱の段階を正しく把握しまた再現する

ならば，彼は両者に共に満足する ことができる。しかし，歌

手に余り過度の自由に走らせず， 最初のひと眼で好都合に見

えたことだけを行うようにさせることが，指揮者の仕事であ

る”
゜
こういう訳で，歌手の気分に卑屈に服従することは，熟練
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であつて芸術ではない。これがどの程度にできるかで歌測指

揮者の上手下手を測ることができる， と多くの人は信じてい

るが， 実際はそうではないことを，既にウェーバーはこの通

り誤りなく 言明したのである。

次に，短縮（歌劇が長過ぎる場合）はしばしば望ましくさ

えあることを認めなければならないが，指揮者はそれを手軽

に片付けようとして様式を打ち壊すような削除をしてはなら

ない。また外国の歌割を上演する時は，訳詞が概して非常に

拙劣なので，それを語学，意味， 音楽的朗誦の方面について，

改善するがよい。 普通，歌劇訳詞はドイツ語のひどい虐待で

あつて，それも大抵は音楽にまるで合わない。これではその

公梱全体が傷つけられるが，それを別としても，このような

ひどい訳詞を無理に党え込ませられることほど，歌手の芸術

感党を損壊するものはないのである。従つて，指揮者は，こ

のような場合に手を入れて効果を挙げられる程度に， フラン

ス語とイタリア語を理解することが，必要になつて来る。

一般的に言って，音楽会の指揮者はその業紹全体に対して

責任を負うのであるが，歌劇指揮者の活動はそれよ りも独立

性が少い。それは， より多くの要素に左右され，また支持さ

れるからである。
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劇的感党の方が強いものは歌劇指揮者の方に適しているで

あろう し，主と して音楽的感党の方が強いものは音楽会指揮

者となった方がよかろ う。この二つの才能が平均しているも

のは，どちらも同じようによくできよう。

私は，尚一つの欠陥を挙げなければならない。それは，ワ

グナーが説き且つ実行した総べてのことの後では一~しか し

ただ健全な常識で考えて見ただけでも一ー全く馬鹿々々 しく

見えるのであるが，しかも尚，我々の劇場にほとんど抜き難

い位に根を下してしまつている。それは，梱出，機械部，音

楽指揮の完全な分離である。

新しい歌劇をやることになり，そのための新しい装置があ

まり高価でない時は，装飾画家，またはしばしば外国の有名

な裔会さえもが，歌詞台本と共にそれに応じた仕事を依穎さ

れる。その間，演出家は自分の台本を整備し， 指揮者は各々

の役と管弦楽を訓練する。 さて装闘が組み立てられて見る

と，多くの場合，演出家は，多くの事が彼の意固したように

はこの装闘に適合しないため，彼の仕事を変更しなければな

らないことを発見する。尚その上に，指揮者が歌手と管弦楽

とを引き連れて加わると，またまた色々都合の悪いことが出

て来る。例えば，この合唱は奥に引つ込んでいたのでは音楽
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的に効果が出ない，とか，この歌手はその歌が長いため旗技

する広い場所を必要とするのに，僅か数平方尺しか場所がな

ぃ， ，といつたようなことである。そうなると，罵られ，争わ

れ，間に合わせに改善される。ところがそれはまた他の欠陥

を呼び起すことになり，最後の一つ前の練習では，人々は，

また全く最初からやり直したくなる。しかし，公演日は決定

している し， 収入は確保されており，従つて，延期などは考

えるだけでも悪事である。それ故，なるようになれ，という

ことになる。

このような仕事のやり方は， しばしば，まるで嘘のような

結果を生み出す。例えば，私はプリュンヒルデが眠りに陥つ

た装既と異つた装囮の中で限を党ますのを，四つの大劇場で

実見した経験がある。つまり‘‘ワルキューレ"の新研究と ‘‘ジ

ーグフ リー ド"のそれとの間には数年の間があつたのであ

る。その装置は違つた画家に委託され，彼等は，この二つの

作品の演じられる場所が同ーであることについて知らせ合わ

なかつた。ところが‘‘ジーグフ リー ド"で単に‘‘ワルキュ ー

レ"の装置を使お う，という提議は，機械部主任によつて拒

否された。その理由は，この装置は，火の場面転換の後では，

技術的理由からして差し入れられない，というのであつた。

そして，“お客さんはどうせ気が付きやしないさ"とアッサリ
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片付けられて，他の日程に進んだものである。こう して，庶

法で眠らされたプリュンヒルデは，その度ごとに，眠つてい

る間に違った寝床へ腐法で移される，ということになり， し

かも，誰一人として，これを少しもおかしいと思つた者はな

かつた。

歌劇の上演は，総ぺての要索が手に手を取つて行つた時だ

けにしか芸術的な効果が挙らないものであるから，仕事の正

しい分け方は次の通りである ：

指揮者がひとたび管弦楽の中に席を占めると，舞台の場面

の一つ一つに気を付けることはもはや不可能だから， 舞台と

音楽の指揮を一人ですることは余り強くは勧められない。そ

こで， これを分担する場合は， 梱出家と指揮者は錬習を始め

る前に詳細に共同研究をして， この作品をどういう風に歌手

達に仕込むかについて，ハッキリ 呑み込んで置かねばならな

い。両者は， その作品の情緒， できごと， 各場面の画，速

度，音磐効果などについて明らかに予知し且つ同意して腔か

ねばならない。こうして，後に錬習の際に変更が必要になつ

たにしても極く僅かで済むようにして置かねばならない。

この 準備の後で はじめて， 舞台装置画家と機械部主任と

は， 演出家と指揮者とが精密に規定した企画の依頼を受けて
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よい。彼等は，自分達の空想に関係なしに， この依頼に即応し

て行かねばならない。その空想も，派ずぺき作品に応じて引

かれた塙界の中での方が，その線を踏み越えて外でよりも，

盟富に働かせ，またよりよい結果をもたらすことであろう。

勿論これには二つの事が必要である： 第一には， 指揮者は，

舞台に関して知識観察眼と興味を持たなければならず，た

だ一方的な偏愛だけをもつて管弦楽の中に没入してはならな

い。 第二に， 演出家は， 音楽的に感じ， 音楽的に教育され，

総譜について指揮者と同様の理解のある者でなく てはならな

い。どんな指揮者も， 歌測の舞台装腔もできるという 証明を

提出しない限り，また演出家も，歌劇を音楽的に指恐できな

い限り， 測場に任命すべきではない。しかるに，歌劇演出家

や歌劇場支配人と して， 全然音楽的でさえない人々が時々任

命されることがある。これは全く非常識である。ところが，

非常識な事が，常に最も熱心に保存される見込みがあるので

ある。
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指揮者と しての心得

指押による業紹の価値を作り出すものは，指揮者が険奏者

に働き掛けることのできる暗示能力の程度である。練習の際

には， 彼は差し当り自分の職業によく通暁している職人に過

ぎない。彼は，自分の部下を良心的な正確さを以て訓練し，

各人がそれぞれの立つている場所を知り，何をなすべきかを

知るようにさせる。その楽曲を演奏しなければならない，と

いう 瞬間に至ってはじめて，彼は芸術家になる。最善の訓練

さえも，＿これは非常に必要な前提条件ではあるけれども

ー 指揮者の霊感ができる程には，楽貝達の梱奏能力を高め

ることはできない。

といつても， 個人的意志が好き勝手に伝達されるのではな

く，この作品そのものを生み出した神秘的な創造力が指揮者

の体内にまた新しく生き返 り，こうして彼は再現の狭い枠か

ら踏み出して新創造者となり，自らを創 り出す者となるので

ある。 しかし彼の個性が，この作品を作り出した個性の後に

完全に隠れ，更にそれと一体になつて消え去れば去るほど，

彼の業紹はそれだけ大となるであろう。
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私は，芸術家と して通用したいと欲する指揮者に，次のこ

とを要請する：

彼は，演奏しようと思う楽曲に対し， 自分自身に対し，ま

た聴衆に対して，何よりも誠実であるべきである。一彼は

総譜を手にした時に，次のように考えるべきではない：

“この作品から自分は何を作り出せるか ？’’

そうではなく：

‘‘作曲者はそれによつて何を言おうと したか ？”

と考えるべきである。

彼は，演奏中，総譜が単に記応の支柱であつてもはや制約

とならない位に，それを徹底的に研究すべきである。

作品を研究してその概念を得たならば，それを，断片的に

ではなく統一的に，再現すべきである。

彼は，音楽生活の中で自分が最も買任の重い人物であるこ

とを常に自党しているべきである。彼は，良い，様式に適つ

た汎蒻奏によつて公衆を教育し，芸術的感党を一般的に浄化し

て行くことができる。然るに，悪い，単に自己の虚栄心を満

足させるだけの演奏によつては，真の芸術活動の基盤を無力

にさせる結果になる。

良い作品を良く演奏したことが，彼の最大の勝利であるべ
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きで，作曲家の当然の成功を，また自身の成功と、息うぺさで

ある。

私は尚， 自身また伸大な指揮者であつた2人の巨匠の言葉

を附け足したい。

ウェーバーは，先きに述べたライプチッヒの指揮者プレー

ガーに宛てた手紙で，欠くことのできない速度の修飾につい

て述べた後次のように言つている：

“拍打ち（即ち速度）は， 暴君的に抑制し又は推進する水車

の槌であつてはならない。そうではなく，楽曲に対し，人の

生命に於ける脈縛のようなものでなければならない。

どんな緩い速度（の曲）にも，引きずる感じを防ぐため，

より速い速度を要求する個所の出て来ないものはない。

同様に， どんなプレストにも，急ぎ過ぎのために表現の手

段を失わないよう，対照と して， 多くの個所でもつと緩やか

な速度を要しないものはない。”

彼は，また，直ちに続けて言う ：

‘‘しかしここに述べたことによつて， どんな歌手も（勿論，

指揮者にも全く同じことが当てはまる）個々の小節を好き勝手に

ゆがめるあの気狂い染みた演奏をしてよい，などとは夢にも

考えてはならない。それでは，聴衆は，恰かも手足全部の関
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節を無理に外す手品師を眼前に見るのと同様な，堪え難い苦

痛の感を抱く。速度を速めるのも，抑えるのも，決して飛躍

とか衝撃とか，強制的の感じを起させてはならない。それ故，

これは， 表現の情熱によつて左右されることだが， 音楽的詩

的の意味で楽節や楽旬を単位としてのみ行うことができる。"

彼はそれから結論する：

“音楽では， 我々はこれ等総べてのことに対して 表示する

方法を持つていない。これはただ，人の心の感党の中に存在

するだけである。そして， もしそこにないのなら，ただひと・

い間述いを防ぐだけのメトロノームも， また極めて不完全な

指示も，何等助けにならない。この指示については，材料が

戯富であるから私はもつとずつと多く柑き記すことができた

であろう。しかし， 今までに得た経験がそれを遮る。私は，

この経験によつて，これ等の指示が既に現在の程度でも無駄

で無益であり，誤つて解釈される恐れがあることを，知つて

いる。”

この， 誤解されることと，そのために表現の誇張を招きは

しないかということは，ワグナーもまた感じた。 彼は，速度

の芸術的修飾が必要であることについて，彼の指揮法論文の

ほとんど全部と，その他にも彼の論文の多く の個所を骰した
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が；その後で次の文邸を記している。それな凡， ·)J •(! t・・ 

ーロー以後の時期を見渡すと，彼のJ'Jし）Jに感l」IJ.せざるな得

ない：

“この手段 （上述の修飾）は私には不可欠と思えるが，これ

をやめた方がよいとする本当にもつともな理由（ ！） がある

とすれば，これらの曲に対し， 故意に演奏に混ぜた速度の変

化や色付けより以上に害になるものはなかろう， ということ

である。 このよう な変化を許せば忽ち， どんな指揮者にも，

例えば効果を出すことに夢中になつた り，または自負心にと

らわれた人達に， 空想的な大変な自分勝手をさせることにな

り，我々の古典音楽も，時の経過につれて全然認識できない

位にゆがめられてしまうであろう。勿論，これに対しては，

我々の音楽は悲しい状態にある，というより外，抗議のしよ

うがない。というのは，上に述べたよう な心配が持ち上つて

来る可能性があるからである。このことは，同時に，次のこ

とをも言い表わしたことになる；即ち： 真の芸術的自党があ

れば，そのような我他勝手がそれにぶつかつて忽ち打ち壊れ

てしまうであろうが， 我々の共通の芸術の状態では，そのよ

うな自党の力を誰も信じていない， ということである。”

ワグナーが心配したことは事実となつた。今日では，空想
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的な自分勝手と， そればかりではなく一~ うのは， ‘‘空

想的,,というのは，まだしも空想力があることを前提とする

から—空想のまるでない自分勝手に，門と扉が開かれてい

る。それも，指揮だけではなく，あらゆる芸術に於いてであ

る。最も救い難い愚行さえも，少くも仲間達の後押しを期待

することができる。彼等は，あらゆる調子で讃辞を叫び，し

かも，共に吠えない者に破門，追放を宣告する。国民生活に

於いて無政府主義が危険な敵となつたのと同じに， 芸術の世

界でも真の芸術的自党が生れなければ無政府主義的混乱の起

る危険がある。この芸術的自党の欠如を既にワグナーも痛切

に感じたのであるが，それが生れて強い力に固まり， 芸術の

敵ともいうべき無意味な，虚栄的自分勝手を，健康な血が生

命を脅かすパチルスを殺すように， 確実に殺すことを望んで

止まない。

我々は既に余りにも多く の病的なものを背負い込まねばな

らなかつた；余りにも多くの媛悪すべきこと，軽率，枝葉の

ことが我々の芸術を横道へ外らせたため， 健康の急速な恢

復死滅した芸術的自党が突然に発展することは望めないで

あろう。

我々は，不可能な可能事と可能な不可能事（註，上記の見る

に堪えない身勝手）の中に余りにも迷い込んでおり， 茂り過ぎ
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た雑草の中に閉じ込められていて，少くも泥泊と）父みの外へ

出られる望みを持たせてくれる細い小道を見付けたならばそ

れだけでも喜ばなければなるまい。その小道は，1取大と美ヘ

の道に通じており，我々はその道を離れた故に， 芸術の神型

な殿堂に入り得ず，いや，見ることさえできないのである。

その代りに，我々は，薬小屋を建てて偶像画．を掲げ，それが

醜ければ醜いほど熱心に礼讃する。その間，周囲からは，偽

普の讃歌が我々の感党を嘘で麻酔させる。その嘘は，現在あ

る姿がとてもすばらしいのみならず，今までのどんな時より

も千倍もすばらしい，と吹き込む。

それでも尚，我々のまわりには，悲しみに満ちた顔が絶え

ず浮び上る；彼等は，その落ち窪んだ眼と，青ざめた，囁＜

ような唇に，恐る恐る，問いを秘める：‘‘一体，決して， 決

して進つた状態にはならないのかしら ？ 我々の息を止める

この恐ろ しい窒息の空気の中に，新鮮な風は決して吹き込ん

で来ないのかしら？ 偽りの僧侶達は偶像の前にきらめくた

いまつを並べて，我々を翌だと欺こ うとするが，そ うでなく

本当の日の光が，もはや我々を暖めてくれないのだろうか？’’

―この時，一瞬，明るくなる。何か光るものが上の方を飛

び去り，その閃光を沼地の森の葉に戯れさせ，その間を通して

突然冑空の一角が見える。そこへ何かすばらしい音色が態い
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て来る ：とうに忘れていた1裂しい旋律的な歌である。青ざめ

た顔は，驚き，また同時に喜んで，それに聞き入る。 しかし，

先刻の讃歌と偶像への祈りは，言い合わせたように怒 りのわ

めき声を挙げ，もはや誰も，上空から梱いて来るものを聞き

取れなくなる。あの光明は，外の，遠くの，もつと美しい国

へと行つてしまい， 我々のと ころではまた元の姿に戻る。

近代の指揮者も，また近代の評論家も，我々が落ち込んだ

芸術の混乱から我々を永久に救い出しはしないであろう。そ

れは，創作する芸術家のみがなし得る ことであろう。彼等こ

そは真の，そして純正の，しかし恐らくは十字架にかけられ

た救世主であろう。 しかし， 評論家も指揮者も，それ（混乱

から脱出する こと） に大いに寄与することができる。前者は，

男らしく恐れないことによつて，後者は，我々の古典の巨匠

を正しい様式で，作者自身の精神によつて浄化されて梱奏す

ることを自 己の神型な使命と考えることによつて，寄与する

ことができょう。 もつともそれには，指揮者は，誤つた伝統

が彼に伝えたものを除去するために，先ず自分自身を徹底的

に洗い清めなければならない。

時間的には我々に未だこんなに近く ，しかも精神的には既

に遠く離れているあの古典時代の中にのみ，純潔な天の火が
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燃えているのであつて！選ばれたる者がそれによつてブ 11メ

テウスの火を点じることができ，その火で，我/.(0)甜小），1! ,. 

偶像と， それを取り巻く総べての雑草を焼き払い，不健介l.i:

沼地を乾し， それによつて，また再び，健全な既かな土地の

上に新鮮な空気を吹かせる ことができよう。そうなつた暁に

は，ワグナーが望んだような真の芸術的自党の発展の余地も

できよう し， 今日の我々のような最悪の過渡期がもはや再び

来る ことは，難しいであろう。

それと もまた一一我々の時代は既にあまりに非芸術的に，

あま りに工業的になつてしまつていて，プロメテウスの火は

もはや燃えつかないのであろうか ？―

“恐ろしい！ もしお前が 正しいのなら……"と， マック

スは，フライシ ュッツの中で言つている。我々は，今回は，

これに答えるカスパルの方が正しいこ とを希望しよう ：

“そんなことを問くとは，おかしい！ ’’

終
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安藤芳亮秤

指揮法の 基礎
A 5 ll6l! ・1200円

指揮名の伎命 3そ格辱の序公をへて，指揮の一般的技

巧.w打の研究 ・lnl!の行略と紀分 ・守宋的変化に過
応する1支巧．など指揮法の甚礎的問題を詳込した．初
かの人遠に位適な文献1こそ名の経験を生かし．初めて

指揮を,,.ぽうとする牛1'11!のために守かれた言．

斎藤秀雄若

指揮 法

今までの指揮法＂説と異なり ．速度を現わした特殊な

図肝を）llいたこと,If例としてソナチネ ・アルバムを
教 程 川いたことなど．瑾論的かつ実閃的な桁揮法の軟＊．

基1¥111では．折揮名の必英性．指渾法の111説．分IJ!,

A 5 224)! •1500円 問憤運動,Ill投運動．第二祁で応用椒翌をとりあげた．

山田一雄著

指揮 の 技

30年の指揮体験をしつ抒名が．ー・T-1こ及ぷ図絹名曲

からの引例を駆使して指揮法の全Uを説さ進めた．指
法 揮を和浮面にとって必Inの本格的な折揮枚本であ

A 5 520!( • 3200円
る．はじめに指揮に関する全位的~·例について述ぺ．

甚遵遠動とfj釦の甚本1が法．応用技法は12,;tに及ぷ．

F・ワインガルトナー／伊藤義雄訳

指 揮 の 芸

近代の大指揮者ワインガルトナーが日らの体験を通して

指揮の英•t-的な面や芸術的な面をね究した もので．こ

術 れを通して彼の全般的な行県観を妓社した名芳であ り

全抒 112只・1000円
箪先し鋭く ．生々しい実感が,iっている．作曲・伝の来
悲と指揮行のりI釈 ・種々の1111題・欧劇の指揮等

M ・ルードルフ／大塚明訳

指 揮

＊害はバトン・テクニックにおける初歩から/.Ii度な形
にいたるまでの基本を明鮒1こ体系化して鮒説した．こ

法 れから指揮を学ぷ学1'111のために，実m的なテキスト
とし て ， さわめて li用な守であ る• これから指揮を,r,

'/ft,.・378只・3500円
，． 

ぷ名にとっては．必,nの内．

E・カーン／鈴木佐太郎訳
本行は，牛刃名が指揮法の学!'iをはじめる1l切の[Iか
ら，学円の方向とlllllを'"示する.*I'! はパトン ・テ

指 揮 法 概 説 クニックに関する例題が多く入れてあるが．パト ン・

A S 336:ri • 2200円
テクニックので復にありながら．指揮名に必戻とさIL
る広範な守楽的知悶．能力と演奏舒釈に置点をおく．

A・T・デーヴィソン／謀原窃夫訳
苓名"'ヽーヴァード大さ和の合叱行榮教投fごった人．そ

の三十五年間の指導I.IDから介叩指揮のX鯰を叩鯖に

合 唱 オ巳 説く ．とくにアマチュアの合叱指揮名にとって必説の

日 揮 l'!. 指揮名.la子の町）1i. 合叫．紐．合叫のテ
A 5 88)(・1600円 クニックの五立に分けそれぞれ祥組に叙述する

K・トーマス／糸賀英憲 ・天野品吉共訳

合唱指揮教本 1・2・3
!.AS 2S6n,1000円 2.AS磁 n・'""円3.AS1761( •10001'1 

W・コッ クス＝アイフ／鈴木佐太郎訳

現 代の指 揮法
A 5 192只・1500円

F・ワインガルトナー／糸質英惑訳

ある指揮者の提言
ーペートーヴェン交咽曲の筋釈一

四六 288頁・1800円

ドイ ツ合叱界の第一人名であり．パッハ1lf究家と して

も芳名なトーマスが．合叫柑／置のあらゆるば域にわた

る問聞を涅•~!l!然と体系的に述入た世界的名苓である．

恨る技術に立点がおかIlle-(!/こ絞さ二巻"さ らに高

度に．三巻"ずーケストラ指揮名と しての合唱指揮筍

本l'l/i,苓名の豊富な指揮社験をしとに． 指祁法の基

礎を間潔に種格しやすいように．方法や況派に分煩し

糾ほ化IUdtして昂統的に説町している.J負半で割場
行来（オペレック．ミュージカル）の指揮をntaに述
ペているのい本野のl,!色である．

湘 111,r,の宝典．とうたわれる近代名指揮者ワインガ

ルトナーの古典的名"・ 浪賽9こおいて作品の作凰を去

現する基本条件"・その泊女ら ・町）ようさ”にある

とする著名がペートーヴェンの九つの交孵曲をスコア

を追って克明かつ分析的に演賽上の絹釈を加える．




